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の
広
報

　将来は警察の科捜研（科学捜査研究所）で
働くことが夢です。テレビなどを見て興味を
持ちました。今は習字の練習を頑張っていま
す。

立花　侑
ゆ う か

佳さん
三岳小学校５年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

高木テイ子さん、ホストファミリーと一緒に
民踊を踊りました

お箏
こと

の弾きかたを習うクーマ市モナロ高校生

　８月13日〜20日までの８日間、姉妹都市のオース
トラリア・クーマ市から、21人（モナロ高校生13人、
引率８人）が山鹿市を訪れ、市内のホストファミリー
宅でホームステイをしながら交流しました。
　表紙の写真は、生田流おこと教室の小

しょうじなが

路永和
か ず な

奈さ
んからお箏の弾きかたを習うモナロ高校生です。この
他にも、城北高校での和食調理体験や鹿本高校での
武道体験など多くの日本文化に触れました。

今月の表紙

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QR コード
問総務課情報管理室　☎ 43 ‐ 1117

訂正とおわび
３月１日号の冨丸絢

じゅん

さんは「中富小学校」の誤り
でした。訂正しておわびします。

　山鹿市ではソーシャルメディアを活用した情報発
信を行うため、Facebook（フェイスブック）および
Twitter（ツイッター）による情報発信を行っています。

Facebook
QR コード

山鹿市公式 Facebook
http://www.facebook.com/yamagacity

山鹿市公式 Twitter
https://twitter.com/yamagacity Twitter

QR コード



3　2015.9.1　広報やまが

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
む
全
て
の

人
と
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
５
年
に一
度
実
施

さ
れ
ま
す
。
大
正
９
年
に
始
ま
り
、
今
回
で

20
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
自
治
体
が

実
施
す
る
福
祉
政
策
や
生
活
環
境
整
備
、
災

害
対
策
や
将
来
人
口
の
推
計
な
ど
、
日
本
の

未
来
を
つ
く
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
の
計
画
策
定
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
の
経
済
活
動
に
お
い
て
も
、
需

要
予
測
や
立
地
計
画
な
ど
の
経
営
管
理
を
行

う
た
め
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
調
査
員
が
配
布
す
る「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
利
用
ガ
イ
ド
」
に
沿
っ
て

ア
ク
セ
ス
し
、
電
子
調
査
票
で
回
答
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が

期
間
内
に
な
か
っ
た
世
帯
に
の
み
、
調
査
員
が

再
訪
問
し
て
、従
来
の
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

　
お
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
、
調
査
員
が
配
布
す
る

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
利

用
ガ
イ
ド
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る「
調
査
対
象
者
Ｉ
Ｄ
」

と
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
入
力

し
て
ロ
グイ
ン
で
き
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
自
分
の
都

合
に
合
わ
せ
て
い
つ
で
も
回

答
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　「
か
た
り
調
査
」
と
は
、
何
者
か
が
調
査
員

に
な
り
す
ま
し
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う

と
す
る
不
正
行
為
で
す
。
調
査
員
は
、
９
月

上
旬
よ
り
、
総
務
省
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
調

査
員
証
」
を
身
に
つ
け
て
、
調
査
区
の
確
認

や
世
帯
の
訪
問

を
行
い
ま
す
。

不
審
に
思
わ
れ

た
場
合
は
、
国

勢
調
査
山
鹿
市

実
施
本
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　

国
勢
調
査
は
、
今
後
ま
す
ま
す
少
子
高
齢

化
が
進
む
日
本
の
未
来
を
描
く
上
で
、
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

　
山
鹿
市
そ
し
て
日
本
の
未
来
の
た
め
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
は

国
勢
調
査

日
本
の
〝
今
〟
を
映
し
出
す

◆�調査員は顔写真入りの調
査員証を持っています

インターネットでの回答が便利です！

問
国
勢
調
査
山
鹿
市
実
施
本
部
（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

       　

  　
　

☎
43
‐
１
１
１
７

平成 12年 平成 17年 平成 22年

山鹿 32,944 32,053 31,198

鹿北 5,290 4,962 4,437

菊鹿 7,524 7,145 6,673

鹿本 8,522 8,484 8,303

鹿央 5,211 5,082 4,780

合計 59,491 57,726 55,391

過去３回の調査結果
山鹿市の人口　　　　　　　　（単位：人）

調
査
員
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

利
用
ガ
イ
ド
を
各
世
帯
に
配
布

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
な
か
っ
た

世
帯
の
み
調
査
票
配
布

調
査
員
が
回
収

対
象
世
帯
は
調
査
票
に
記
入

回答終了

回答終了

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
希
望
世

帯
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
回
答

９月上旬９月中旬９月下旬10月上旬 調
査
の
方
法
・
流
れ

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
実
施

便
利
で
簡
単
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

「
か
た
り
調
査
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

今
を
知
り　

明
日
を
良
く
す
る

スマートフォンでも
　回答できます！

９月上旬から、調査
員が各ご家庭を訪問
します。ご協力をお
願いします。
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子どもと高齢者の交通事故防止

９月 21日㈪〜 30日㈬まで
９月 30日㈬は「交通事故死ゼロを目指す日」です

秋の全国交通安全運動の実施
夕暮れ時と夜間の歩行中・
自転車乗車中の交通事故防止
特に、反射材用品などの着用の推進
および自転車前照灯の点灯の徹底

後部座席を含めた全ての座席
のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底 飲酒運転の根絶

運転者は・・・
　�　子どもや高齢者などの歩行者および車両運転者に対して、思いやりのある運転に努めましょう。特に、横断
歩道を横断しようとする歩行者に対しては、横断歩道の手前で一時停止し、「手を前」に出す思いやりの合図で、
歩行者へ安全な道路横断を促しましょう。

家庭や地域では・・・
　�　夕暮れや夜間外出時における、明るい服装や反射材用品などの着用および高齢者に対する交通安全の呼び掛
けを行いましょう。

『防災の日』inひだまり図書館
　９月１日㈫は、国民が台風高潮、津波、地震などの災害についての認識を深め、これに対処する心構え
を準備する「防災の日」です。「防災」とは “災害を未然に防ぐことを目的とした取り組み ”を意味します。
　ひだまり図書館では、国土交通省菊池川河川事務所などのご協力をいただき、山鹿市で過去に発生した
水害のパネル展示や、当時の映像などをご紹介します。身近に起きた災害の恐ろしさを市民の皆さんに知っ
てもらうとともに、防災意識を高めてもらうことを目的としています。ぜひご家族でご来館ください。

展示期間：９月１日㈫～９月 27日㈰　※毎週月曜日休館
問い合わせ先…ひだまり図書館　☎ 46 ｰ 1310　防災対策課　☎ 43 ｰ 1113

問い合わせ先…防災対策課　☎ 43 ｰ 1113　山鹿警察署　交通課　☎ 44 ｰ 0110

水位が増した上内田川 大雨の映像
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　地域住民が元気で、かつ地域が活性化するよ
うな地域づくりを進めるためには、既存の集落
維持に加えて、新たな魅力ある地域を創るため
の活動を行うことが必要です。
　そのためには、地域づくりの基本的な目標作
成、つまり「地域づくり計画」の策定が不可欠
です。具体的には、地域住民が自分たちの地域
の現状（良いところ、問題となっているところ、
困っていることなど）を再認識し、将来にわた
る地域の具体的目標（３年間程度）を設定し、
その実現に向けてみんなで継続的に取り組み行
動することです。
　そこで、元気な地域づくり（活性化）を推進
するために、地域が主体的に取り組む地域づく
り計画の策定と計画に基づき実施する地域づく
りを「山鹿市地域づくり推進補助金」で応援し
ます。なお、取り組みに対する事前の説明を希
望（検討中）する地域には、詳しくご説明に伺
います。お気軽にご相談ください。

●対象となる事業
　�　地域住民が主体的に行う地域資源などを生かした
取り組みや地域の安全・安心のための活動など、地
域活性化につながる計画策定および計画に基づき実
施する事業。

●対象となる地域
　�　自治会または大字や小学校区などのつながりのあ
る複数の自治会、または、継続的に地域づくり活動
を実施していくことが見込まれる地域。

●補助対象となる経費
　�　計画策定をサポートするコンサルタント委託料、
印刷製本費、消耗品費、会場の借り上げ料、先進地
視察研修費など。

●補助率
　�　対象経費の 10 分の 10 以内で、計画策定は１団
体 100 万円を限度。次年度以降の計画に基づき実施
する事業は３年間で 200 万円を限度とし、予算の範
囲内で決定します。

●募集期間
　平成 27 年９月１日㈫〜 30 日㈬

問い合わせ先…地域生活課　☎ 43 ｰ 1114

を策定しませんか

若い人が少なくなって、

お祭りや公
くやく

役（区役）を

続けるのが難しくなって

きたな

地域は高齢者ばかりで、
あと10年もしたら
どうなるだろう

空き家もちらほら出てき
たし、なんだか地域に活
気がなくて寂しいな

と、地域の将来を心配している皆さん。地域住民の対話に
よる地域づくり（計画づくり）を始めてみませんか。
既に、10の地区（小学校区、行政区）が地域づくり計画
を策定し、地域づくりに取り組んでいます。

 地域づくり計画とは・・・

地域の特徴を生かして
作られた計画書

地域づくり計画
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平成28年度　移動図書館車の巡回場所を募集します

パソコン教室に参加しませんか

　山鹿市立図書館では、図書館の利用が困難な人のために移動図書館車（ぐ
るりん号）を運行しています。この移動図書館車の来年度における新たな
巡回場所（ステーション）を募集します。
　来年度は、今年度の巡回コースを基本に計画しますので、コースによっ
てはご希望に沿えない場合もあります。あらかじめご了承ください。
※�今年度の巡回場所は、左ページの「巡回カレンダー」でご確認ください。

事 業 内 容：移動図書館車による本の貸出（毎月１回～２回巡回）
巡 回 場 所：一般の人が利用でき、移動図書館車（２トン車）が通行、駐車可能な場所
申し込み対象団体：自治会・サロン・事業所など
申込期限および申し込み方法：12 月１日㈫までに、ひだまり図書館に電話（☎ 46 − 1310）で申し込みください。

問い合わせ先…社会教育課　☎４３－１６５１

開 催 場 所：山鹿市民交流センター（コースや日程は下の表のとおり）
受 講 資 格：山鹿市に住んでいる人、山鹿市に勤務・在学している人
申 込 期 間：９月１日㈫～ 18 日㈮
　　　　　  　※平日の午前８時半～午後５時まで
申し込み方法：社会教育課、山鹿市民交流センターおよび各市民センター内の４地区公民館にチラシ・申込書を
　　　　　　  用意していますので、必要事項を記入して提出してください。
　　　　　　  ※電話での申し込みも受付けます。
定 員：各コース 12 人（パソコンの持ち込みができない人６人と、持ち込み可能な人６人を募集します）
受 講 料：１コースにつき 4,500 円（開講日に納付書を配付します）
　　　　  　　※教科書代（1,500 〜 3,000 円程度）は受講料とは別に必要です（希望者のみ）。
そ の 他：申込者が多い場合は、抽選します。申込者が少ない場合は、開講しません。

コース 内　容 授　業 時　間 開催期間

 A パソコン入門
パソコンの基礎から写真
データの活用などを教え
ます。（初心者向け）

15 回
（30 時間）

10：00 〜 12：00
（原則として月・火・木）

10 月５日㈪〜　　　
　　　 11 月 26 日㈭

 B ワード基礎
ワードの基本的活用を教
えます。（ハガキ・案内
状作成など）

15 回
（30 時間）

13：30 〜 15：30
（原則として月・火・木）

10 月５日㈪～　　　
　 　　11 月 26 日㈭

 C エクセル基礎
エクセルの基本的活用を
教えます。（住所録・家
計簿作成など）

15 回
（30 時間）

19：00 〜 21：00
　（原則として水・金）

10 月７日㈬～　　　
　　 　11 月 27 日㈮

問い合わせ先…ひだまり図書館　☎46ー 1310

受講生
募集
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問い合わせ先…ひだまり図書館　☎46ー 1310

各ステーションでの滞在時間は 15分～ 30分です。休＝祝日のため運行はお休みです。
＊天候不良等の理由により、運行日程・時間に変更がある場合があります。ご不明の場合は、ひだまり図書館
までお問い合わせください。

ステーション名 曜日 時間 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
（鹿北）鹿北子育て支援センター

水
曜
日

10：00 ７日 ４日 ２日 ６日 ３日 ２日
（山鹿）鍋田公民館 10：00 21日 18日 16日 20日 17日 16日

（菊鹿）田中自動車整備工場駐車場 10：30 14日・28日 11日・25日 ９日 13日・27日 10日・24日 ９日・23日

（鹿本）川北公民館 11：00 ７日・21日 ４日・18日 ２日・16日 ６日・20日 ３日・17日 ２日・16日
（鹿本）津袋公民館 13：15 28日 25日 休 27日 24日 23日
（山鹿）山鹿市民医療センター 13：30 ７日 ４日 ２日 ６日 ３日 ２日
（山鹿）湯山公民館 13：30 21日 18日 16日 20日 17日 16日
（山鹿）鹿校通区公民館 14：30 14日・28日 11日・25日 ９日 13日・27日 10日・24日 ９日・23日
（山鹿）八幡地区公民館 15：00 14日・28日 11日・25日 ９日 13日・27日 10日・24日 ９日・23日
（鹿本）鹿本ふれあいセンター 15：30 21日 18日 16日 20日 17日 16日
（山鹿）平小城地区公民館

木
曜
日

9：30 １日・15日 ５日・19日 ３日・17日 ７日・21日 ４日・18日 ３日・17日
（山鹿）藤井 1区公民館 9：30 ８日 12日 10日 14日 休 10日
（山鹿）霊仙交流センター 9：30 22日 26日 24日 28日 25日 24日
（山鹿）川辺地区公民館 10：15 １日・15日 ５日・19日 ３日・17日 ７日・21日 ４日・18日 ３日・17日
（山鹿）三玉地区公民館 10：15 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 25日 10日・24日
（山鹿）山鹿老人福祉センター 11：00 １日 ５日 ３日 ７日 ４日 ３日
（鹿本）鹿本 6区公民館 13：10 15日 19日 17日 21日 18日 17日
（鹿央）鹿央子育て支援センター 14：00 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 25日 10日・24日
（山鹿）山鹿子育て支援センター 14：50 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 25日 10日・24日
（山鹿）三岳地区公民館 15：00 １日・15日 ５日・19日 ３日・17日 ７日・21日 ４日・18日 ３日・17日
（鹿北）鹿北老人福祉センター 15：30 １日・15日 ５日・19日 ３日・17日 ７日・21日 ４日・18日 ３日・17日
（鹿央）米野公民館

金
曜
日

9：30 ２日 ６日 ４日 休 ５日 ４日
（山鹿）日置コミュニティーセンター 10：00 16日 20日 18日 15日 19日 18日
（菊鹿）ＪＡ鹿本内田取次店 10：00 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日 11日・25日
（菊鹿）永山公民館 10：40 ２日 ６日 ４日 休 ５日 ４日
（山鹿）下小坂公民館 10：45 16日 20日 18日 15日 19日 18日
（菊鹿）ＪＡ鹿本菊鹿支所 10：50 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日 11日・25日
（鹿本）梶屋公民館 13：30 ２日 ６日 ４日 休 ５日 ４日
（鹿央）千田保育園跡 13：30 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日 11日・25日
（山鹿）坂田公民館 13：40 16日 20日 18日 15日 19日 18日
（鹿央）ＪＡ鹿本広域配送センター 13：50 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日 11日・25日
（菊鹿）４区公民館 14：10 ２日 ６日 ４日 休 ５日 ４日
（鹿央）仁王堂倉庫 14：25 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日 11日・25日
（山鹿）大道公民館 14：50 16日 20日 18日 15日 19日 18日
（山鹿）おさか童夢

土
曜
日

10：00 ３日・17日 ７日・21日 ５日・19日 16日 ６日・20日 ５日・19日
（山鹿）米田地区公民館 11：00 10日・24日 14日・28日 12日・26日 ９日・23日 13日・27日 12日・26日

（菊鹿）菊鹿子育て支援センター 11：00 ３日・17日 ７日・21日 ５日・19日 16日 ６日・20日 ５日・19日

（鹿本）鹿本児童館 13：20 10日 14日 12日 ９日 13日 12日
（山鹿）中央児童センター 13：30 ３日 ７日 ５日 休 ６日 ５日
（山鹿）児童センター 13：50 10日 14日 12日 ９日 13日 12日
（山鹿）山鹿中央病院 14：00 17日 21日 19日 16日 20日 19日
（山鹿）第一児童館 14：10 ３日 ７日 ５日 休 ６日 ５日

移動図書館車「ぐるりん号」巡回カレンダー
10 月〜３月
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街角ぐるっとナビ 
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り

　8 月 15 〜 16 日 に 山
鹿灯籠まつりが開催され、
約 19 万人がまつりを楽
しみました。

①上がり灯籠奉納②納涼
花火大会③山鹿灯籠踊り
保存会による奉納灯籠踊
り④子ども上がり灯籠⑤
少女灯籠踊り⑥山鹿太鼓
保存会によるふれ太鼓⑦
鹿睦会によるみこし⑧千
人灯籠踊り

①

④⑤

⑥⑦

⑧

③

②
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山
鹿
の
夏
を

　
　
彩
る
ま
つ
り

　
８
月
1
日
に
き
く
か
夏
ま
つ
り
、

８
月
13
〜
14
日
に
か
も
と
招
魂
祭
サ

マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
総
踊
り
な

ど
が
あ
り
、
集
ま
っ
た
多
く
の
人
は
、

山
鹿
の
夏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

かもと招魂祭

1鹿本幼稚園の園児がかわ
いい踊りで会場を魅了しま
した2総踊りで優勝した鹿
本中学校吹奏楽部38祭り
のハイライト総踊り。法被
や浴衣など衣装を見るのも
楽しみのひとつ4手作りの
お化け屋敷5 20 年前に成
人式をした場所で同窓会6
小学生のだしみこし。大き
なかけ声を出して一生懸命
担ぎました7大綱引き大会
では白熱した戦いが。中富
校区が優勝しました

12健康ダンス。衣装も華やかで素敵で
す3地区対抗綱引き大会。選手も応援す
る人も力が入ります4市民総踊りで色と
りどりの浴衣を着て踊る菊鹿中学生5
フィジカルコミュニケーション6メリー
ホッパーズ7菊鹿３保育園の園児がかわ
いいお遊戯を披露

きくか夏まつり

12
3

4
56

7

1
2
34

5
6

78
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街角ぐるっとナビ 

菊池川はどこから始まっているのかな
…菊池川自然塾「第１回湧き水地の観察・学習」  ８月９日
　ふるさとやまが大使の冨田克

かつとし

敏さんが代表を務める「菊池
川自然塾」で、湧き水地の観察・学習が行われ、小学生と
保護者など15人が菊池渓谷での野外学習に参加しました。
　湧き水を探すために水が出ている場所で pH（ペーハー）
を測ったり、４段階に分かれている阿蘇山の火砕流堆積層を
観察したりして、涼しい菊池渓谷で楽しく学習できました。途
中でポットホール（おう穴）を観察していたとき、中にサンショ
ウウオの幼生を見つけ、子どもたちは大喜びでした。
　菊池川自然塾は年間を通して行われていますので、興味
がある人はお問い合わせください。
問菊池川自然塾連絡センター（冨田峯

み ね の り

令宅）☎４６−２８４５

菊鹿産のブドウでおいしいワインができました
…「日本で飲もう最高のワイン 2015」受賞報告  ７月22日

報告に訪れた皆さんと受賞したワイン

　菊鹿産ワイン用ブドウを原料とした菊鹿ワインが「日本で飲
もう最高のワイン2015」で５部門でゴールド賞またはシルバー
賞を受賞し、製造元の熊本ワイン株式会社（玉

た ま り

利博
ひろゆき

之社長）
とブドウ生産者の菊鹿町葡

ぶ ど う

萄生産振興会（小林弘
ひろあき

昭会長）
が中嶋憲正市長に報告に訪れました。
　このコンクールは、国産・輸入の区別をすることなく、日
本国内で飲める全てのワインを対象として、ワインの専門家
や愛好家が一番おいしいと感じるワインを選ぶものです。
　中嶋市長は「とても良い報告を聞くことができ、皆さんの
努力と技術に心から敬意を表します。この勢いでワイナリー
構想の実現に向けて前進しましょう」と感謝を述べました。

風を鎮めて五
ご こ く ほ う じ ょ う

穀豊穣を願います
…金原綾部八幡宮風

ふう ち ん さ い

鎮祭　　　 　　　　　７月 15日

旗を上げる黒田区長 綾部神社

　鹿北町多久の金
かな ば る

原地区（黒田郁
い く お

夫区長、戸数９戸）で、
金原綾部八幡宮の風鎮祭が行われました。これは 100 年
以上前から続く、風を鎮めて五穀豊穣を祈願する祭りです。
毎年この日に境内の杉の木より高い場所に麻旗を掲げる「旗
上げ神事」を行い、９月23日には「旗降し神事」が行わ
れます。麻旗の劣化の状態でその年は台風が多かったなど
の記録として残るそうです。今は国旗掲揚台を使っています
が、昔はご神木の杉の木に登って旗を上げていたそうです。
　年行司の松本妙

た え こ

子さんは「ちょうど台風も近づいています
が、本日風鎮祭を行いましたので綾部神社が守ってくださる
と思います」と話しました。

冨田さん（写真中央）と水温やｐHを図る子どもたち

一人でも多くの生命を守るために
…上吉田地区自主防災訓練　　　　　　　　　８月２日

軽トラックを使って負傷者役の人を搬送しました

　上吉田地区自主防災会（渕上重
し げ お

男会長）が防災訓練を
行いました。震度７の強い地震が発生し、火災や家屋倒
壊などが発生したと想定。負傷者の救助や消火活動、ま
た公民館に設置した災害対策本部で情報収集し指示を出
すなど、情報伝達の訓練も行いました。今回は事前に避
難勧告時間を知らせずに行いましたが、114 人という多
くの区民が避難をしました。
　渕上会長は「今まで大きな災害が起きたことがないの
でイメージしにくいが、いつどこで何が起きるか分から
ない。年に一度訓練を続けて、一人でも多くの生命や一
つでも多くの財産を守りたい」と話しました。
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

山鹿灯籠まつりに向けて汗を流しました
…納涼花火大会歩行者道路草刈りボランティア作業　　　８月10 日

　山鹿地区建設業協議会
（虎口正

まさひろ

博会長、会員数 47
事業所）の会員約 30 人が、
鍋田グラウンドから花火大会
会場までの草刈りを行いまし
た。約 30 年前から続く活動
で、灯籠まつりを陰から支え
ています。この日は猛暑となり、
作業に慣れた皆さんでも大変
だったと思いますが、お陰で
とてもきれいになりました。

、

山鹿市を背負って頑張ります
…鹿本高校インターハイ・全国大会出場報告  ７月 13日
　鹿本高校（那須寛

ひろし

校長）の生徒22人（陸上競技
部、柔道部、ダンス部、百人一首競技かるた部）が中嶋
憲正市長にインターハイと全国大会の出場報告に訪
れました。
　中嶋市長は「今の目標よりさらに上の目標を持ち、
周りの期待値を超えるように頑張ってください。文武両
道の鹿本高校の名を全国に知らしめて欲しい」と激
励。柔道部の森和

か ず き

輝さんは「自分の得意技は背負い
投げです。山鹿市と熊本県を背負って頑張ります」と決
意を述べました。全ての部が良い成績を残し、大きく成
長して帰ってくることを願っています。

中嶋市長から激励を受ける鹿本高校生

35 度を超える猛暑の中での作業

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ
道路を安全に通行できるように　
…あんずの丘周辺草刈りボランティア作業 　　　　　　    ７月23 日
　安全運転管理者等協議会
菊鹿支部（渡辺正

まさのぶ

伸支部長、
会員数 21 事業所）の会員
約 20 人が参加して、あんず
の丘周辺の市道沿いの草刈
りなどを行いました。
　雨模様でしたが、刈り払い
機などを使って手際よく作業
を行い、約２時間の作業で、
2トントラック約７台分の雑草
などが出ました。

しょう

安心して暮らせる地域を目指して
…くまもと犯罪の起きにくいまちづくり活動功労団表彰   ７月16日
　せからしか劇団（安谷美

み ち こ

智子代表）と鹿本中学
校ＰＴＡ（藤永哲

てつろう

郎会長）の２団体が、「くまもと犯
罪の起きにくいまちづくり活動功労団体」として表彰
されました。この表彰は、全ての人が安全で安心し
て暮らせる「犯罪の起きにくいまちづくり」のため、
顕著な功績のあった団体に贈られるものです。
　せからしか劇団は、肥後にわか演劇公演を通じて、
地域住民に犯罪意識や交通事故防止などの広報啓
発を行っています。鹿本中学校ＰＴＡは、下校時の
交通安全指導を年間 130 回ほど行っていて、継続
的な活動が認められ今回の受賞となりました。

左から鹿本中学校PTA書記の中原香
か よ

代さん、鹿本中
学校の星子和

か ず ひ ろ

寛教頭、せからしか劇団の安谷さん

手際よく草を刈る会員の皆さん

瑞宝双光章（教育功労）
…中村セイ子さん　四丁（鹿北）　元山鹿市立平小城小学校長

　永年にわたり教職員とし
て、学校教育に情熱を注ぎ、
誠心誠意、努力を惜しまず
その職責を果たされました。
また退職後も教育委員とし
て、地域の教育行政の発展
に寄与されたことなど、そ
の功績が認められ受章され
ました。

食中毒予防は正しい手洗いから
…食生活改善推進員協議会研修会　　　　　　　　　　８月 10 日
　食生活改善推進員協議会（芹
川恵

めぐみ

会長）が食中毒予防のため
の研修会を行いました。山鹿保健
所の濱田真

ま き こ

己子保健師の講演
後、鹿本食品衛生協会会員で手
洗いマイスターの竹崎一

かずあき

昭さんが
「正しい手の洗い方」の指導をし
ました。参加者からは「きちんと
手を洗ったつもりでも、爪の間や
手首などの汚れが落ちていなかっ
た」などの声が聞かれました。 ブラックライトを当て洗い残しを確認
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山鹿中学校３年生４人（ブレイズ熊本所属）　７月 22日
出会いの輪

　熊本市に本拠地を置くサッカーのクラブチーム
「ブレイズ熊本」が、第 30 回九州クラブユース（U-
15）サッカー選手権大会で３位入賞し、８月３日㈪
から北海道帯広市で行われる全国大会への出場を
決め、同クラブに所属する山鹿中学校３年生の４
人（笹原清

せい ゆ う

優さん、高橋和
かず ひ ろ

裕さん、𠮷村銀
ぎ ん が

河さん、
春田康

こう せ い

成さん）が中嶋憲正市長に出場報告に訪れ
ました。中嶋市長は「皆さんの快挙を心から祝福
します。練習は大変だと思いますが、苦しいこと
も楽しんで頑張って欲しい。全国大会で良い結果
を残し、一回り大きくなって帰ってきてください」
と激励しました。
　出場選手を代表して笹原さんが「全国大会では
ベスト４目指して頑張ります」と意気込みを語り

第 30 回クラブユースサッカー選手権（U-15) 大会出場
ました。
　練習は週に５日熊本市内で行われていて、平日
は学校の授業が終わってから通っているそうです。
皆さんの活躍を心から期待しています。

左から高橋さん、𠮷村さん、春田さん、笹原さん

九
州
・
熊
本
バ
ナ
ナ
の

叩
き
売
り
会
員
募
集

　
面
白
く
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
、

腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
て
大
き
な
声

で
歌
う
と
、ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま

ま
ち
づ
く
り
養
成
塾

山
鹿
も
て
な
し
た
い

　
山
鹿
を
元
気
に
す
る
こ
と
を
一
緒

に
考
え
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
　
９
月
９
日
㈬
　
午
後
７
時

鹿
本
地
区
公
民
館
地
域
づ

く
り
事
業
「
自
然
観
察
」

鹿
本
地
区
公
民
館

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
ふ
る

さ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
ら
い
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
御
宇
田
神
宮
の
森
で
自

然
観
察
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
中
島
岩い

わ

お雄
氏
を
お
招
き

し
、昆
虫
・
植
物
観
察
や
ク
ラ
フ
ト
製

作
を
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
真

剣
な
ま
な
ざ
し
や
熱
心
に
質
問
す
る

姿
に
感
動
し
、地
域
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
発
見
で
き
、有
意
義
な
講
座
に

な
り
ま
し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
５
０
７
５

35
周
年
記
念
大
会熊本

ヨ
ー
ガ
連
盟

◦�

日
時
　
９
月
12
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦�

内
容
　
ヨ
ー
ガ
・ア
ラ
カ
ル
ト
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
６
２
０
‐
６
０
４
８

（
仲
田
）

重
陽
の
節
供
　
敬
老
の
宴

山
鹿
五
節
供
の
会

◦
日
時
　
９
月
６
日
㈰
　
午
後
２
時

◦�

場
所
　
八
千
代
座
交
流
館

◦�

内
容
　
カ
レ
イ
ヒ
ナ
ラ
ニ
堀
川
フ

ラ
ス
タ
ジ
オ
、ハ
ー
モ
ニ
カ
で
奏
で

る
な
つ
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど

◦�

入
場
料
　
５
０
０
円
（
資
料
代
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
９
５
６
３
‐
６
６
５
１

（
田
代
）

天て
ん
ち
ょ
う聽

の
蔵
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

天
聽
の
蔵

◦�
日
時
　
９
月
３
日
㈭

　
午
後
１
時
半
開
場
、
２
時
開
演

◦
場
所
　
天
聽
の
蔵

◦�

内
容
　
ジ
ャ
ズ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

ど
を
演
奏
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ 

坂

本
剛つ

よ
し

、
ベ
ー
ス 

斎
藤
草そ

う
へ
い平

、
ド

ラ
ム 

福
澤
久ひ

さ
し

◦
料
金
　
大
学
生
以
上
　
２
千
円
、

　
小
学
生
以
上
　
千
円
、
未
就
学
児

　
の
入
場
可
（
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
５
４
７
３
‐
６
６
７
７

（
澤
田
）

　�E
-m
ail

　ss_jazz_ticket@
yahoo.co.jp

　
　
　      （
田
村
）

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時
　
９
月
18
日
㈮
　
午
後
７
時

◦�

場
所
　
夢
想
庵

◦�

内
容
　
散
骨
の
新
た
な
か
た
ち

◦�

出
演
　
銀
河
ス
テ
ー
ジ
メ
モ
リ
ア

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
　
出
口
裕ひ

ろ
ひ
さ久
さ
ん

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
２
１
１

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

講
師
　
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

次
長
　
高
木
恵え

み美
さ
ん

◦�

テ
ーマ
　
地
域
お
こ
し
と
地
域
福
祉

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

す
。年
齢
は
問
わ
ず
、ど
な
た
で
も
大

歓
迎
で
す
。

◦�

練
習
日
時
　
第
１
・
３
木
曜
日

午
後
７
時
半
〜
９
時

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
３
９
４
‐
９
２
７
６

（
川
口
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者
教
室

山
鹿
市
総
合
体
育
館

◦�

期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜

　
11
月
５
日
㈭
（
毎
週
木
曜
日
）

　
午
後
７
時
半
〜
９
時

◦�

場
所
　
山
鹿
小
学
校
体
育
館

◦�

対
象
　
中
学
生
以
上
の
初
心
者

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
０
０
９
０
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Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶宮中千秋木版画展
　風景や静物の木版画、約 20 点を展示。
　期間　９月１日㈫〜 15 日㈫

⃞▶山鹿美術協会グループ展
　四季の風景や静物などを水彩中心に描く
　�期間　９月 16 日㈬〜 30 日㈬

※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）
問☎ 36 ‐ 3838

⃞⃞▶かおう絵画展
　多田隈亮典さんとその生徒
　期間　９月１日㈫〜 15日㈫

⃞⃞▶アクリル画展
　星田史郎さん
　期間　９月 16日㈬〜 30 日㈬

※�月曜日定休。時間は 10：00 〜 17：00

第
10
回
シ
ル
バ
ー
作
品
展

山
鹿
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◦�

日
時
　
９
月
19
日
㈯
〜
21
日
㈷

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◦
場
所
　
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
３
階

◦�

出
品
　
絵
画
・
水
墨
画
・
絵
は
が

き
・
書
・
写
真
・
手
工
芸
品
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
３
６
５
１

（
松
本
）

味
噌
加
工
説
明
会手作

り
味
噌
の
会

　
例
年
実
施
し
て
い
る
み
そ
作
り
を

今
年
も
行
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す

る
人
は
説
明
会
へ
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦�

日
時
　
９
月
24
日
㈭
　
午
後
２
時

◦�

場
所
　
鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
２
３
８
８

（
水
町
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

無
料
相
談
窓
口

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ま
も
と
住
宅
相
談
窓
口

　
建
築
の
専
門
家
に
よ
る
ボ
ラ
ン
ティ

ア
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。リ
フォ
ー
ム

工
事
の
被
害
が
多
発
し
て
い
て
ま
す
。

そ
の
工
事
内
容
で
大
丈
夫
か
、一
度
冷

静
に
な
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

よ
く
あ
る
相
談

◦
業
者
選
び
、
契
約
時
の
注
意
点

◦
見
積
内
容
や
金
額
は
適
正
か

◦
家
屋
を
調
査
し
て
ほ
し
い

【
相
談
電
話
番
号
】

☎
０
９
６
‐
２
８
５
‐
６
９
２
２

（
受
付
時
間
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
岩
井
）

山
鹿
・
植
木
合
唱
祭

山
鹿
・
植
木
合
唱
連
盟

◦�

日
時
　
９
月
23
日
㈷

　
午
後
１
時
開
場
、
１
時
半
開
演

◦
場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
３
７
９
６

（
松
江
）

い
き
ぬ
き
ビ
ー
チ
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

鹿
央
地
区
公
民
館

　
鹿
央
地
区
公
民
館
で
は
、
仕
事

や
育
児
な
ど
で
多
忙
な
女
性
に
「
い

き
ぬ
き
の
場
」「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
い
き
ぬ

き
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
を
鹿
央

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
愛
好
会
と
の
共

催
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
７
月
３
日
に
開
催
し
、
13

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
試
合
は
盛
り
上
が
り
、

特
に
80
歳
の
高
森
好こ

の
み

さ
ん
（
下
千
田
）

の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
ハ
ッ
ス
ル
プ

八
千
代
座
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集

や
ま
が
文
化
の
芽

◦�

募
集
公
演
　
市
川
海
老
蔵
公
演

　「JA
PA
N
 TH
EATER

」

◦�

日
時

　
９
月
29
日
㈫
午
後
２
時
〜
７
時
、

　�

９
月
30
日
㈬
・
10
月
２
日
㈮
・
３

日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
、

10
月
１
日
㈭
・
４
日
㈰
　
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

◦�

参
加
資
格
　
山
鹿
市
在
住
か
山
鹿

市
出
身
の
若
者
。
山
鹿
が
大
好
き

で
、
八
千
代
座
で
の
公
演
に
興
味

が
あ
る
人
。

◦�

申
し
込
み
方
法
　
八
千
代
座
に
設

置
し
て
い
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い。

◦�

募
集
期
間

　
９
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪

◦�

問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
９
５
７
３
‐
６
４
２
３

（
前
田
）

　�E-m
ail

　bunkanom
e@
gm
ail.

com

鹿
央
ス
ポ
ー
ツ
教
室
体
験
募
集

（
一
社
）
ス
ポ
ー
ツ
工
房
ク
オ
ラ

　
３
歳
か
ら
小
学
３
年
生
を
対
象
に

鉄
棒
や
跳
び
箱
、
マ
ッ
ト
運
動
な
ど

の
指
導
を
し
ま
す
。
無
料
体
験
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
午
後
４
時
10
分
〜
５
時

◦
場
所
　
鹿
央
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
４
９
９
６
‐
４
０
８
７

（
石
井
）

鹿
本
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

鹿
本
高
校

【
文
化
祭
】

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「shine

〜

C
reate our dream

!

〜
」
で
す
。

　
伝
統
あ
る
鹿
本
高
校
の
文
化
系
部

活
動
や
授
業
の
活
動
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
鹿
本
高
校
の

「
文
化
へ
の
真
剣
さ
」
を
こ
の
機
会

に
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

期
日
　
９
月
26
日
㈯

◦�

場
所
　
鹿
本
高
校

【
第
５
回
鹿
高
博
物
館
『
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
ル
島
の
戦
い
と
熊
本
の
人
々
』】

　
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
か
ら
熊
本
の
家
族

に
宛
て
た
手
紙
や
南
方
戦
線
で
使
用

さ
れ
た
水
筒
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
９
月
26
㈯
・
28
日
㈪
・
30

日
㈬
　
午
後
１
時
〜
５
時

◦�

場
所
　
鹿
本
高
校
学
習
室

◦�

観
覧
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
５
１
０
１

（
文
化
祭 

高
塚
、鹿
高
博
物
館 

高
木
）

レ
ー
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
く
い
き
ぬ

き
が
で
き
た
」「
い
い
汗
を
か
い
て
ス
ッ

キ
リ
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
36
‐
２
１
８
３
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肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

六
月
例
会

互
選
句

医
学
の
進
み
　
そ
っ
で
ん
や
っ
ぱ
神
頼
み

竹
下
千
鶴
子

化
粧
し
て
　
稚
児
の
行
列
可
愛
い
か
な

荒
平
　
　
峠

医
学
の
進
み
　
高
齢
社
会
も
超
の
つ
く

島
北
　
鎌
岳

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

七
月
例
会

新
谷
不
動
選

梅
雨
明
け
　
入
道
雲
が
ふ
れ
回
る落

合
　
万
吉

七
夕
さ
ん
　
今
何
歳
に
な
ら
れ
た
の

稗
田
　
　
恵

ま
だ
だ
ろ
か
　
化
粧
で
映
ゆ
る
面
ば
し
か

小
水
流
繁
富

予
約
済
み
　
十
八
歳
の
一
票
に

遠
藤
　
上
気

危
に
ゃ
も
ん
　
あ
た
が
捌
い
た
河
豚
な
ら
ば

宮
川
　
幸
代

長
瀬
狂
介
選

七
夕
さ
ん
　
宇
宙
の
ロ
マ
ン
語
り
継
ぐ

川
上
　
火
男

予
約
済
み
　
十
年
先
の
ホ
ー
ム
行
き

竹
下
　
賀
松

危
に
ゃ
も
ん
　
冷
蔵
庫
で
も
ね
ま
っ
と
る

三
代
ミ
ン
子

真
っ
ぽ
し
　
代
打
逆
転
ホ
ー
ム
ラ
ン

立
山
　
連
峰

ま
だ
だ
ろ
か
　
行
っ
た
り
来
た
り
さ
す
廊
下

長
野
　
お
節

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

青
田
風
波
打
つ
行
方
広
が
り
ぬ
　
　
　
　
　
酒
井
　
睦
美

山
鳩
の
つ
れ
鳴
く
社
猛
暑
か
な
　
　
　
　
　
内
古
閑
眸
子

折
り
紙
の
ご
と
く
桔き

き
ょ
う梗

開
き
た
る
　
　
　
　
飯
川
　
貞
子

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

腰
丸
め
青
田
手
直
す
背
に
夕
陽
　
　
　
　
　
西
牟
田
幸
子

嬰み
ど
り
ご児
の
頬
淡
く
染
め
若
葉
影
　
　
　
　
　
　
原
　
ケ
イ
子

片
か
げ
り
で
き
る
を
待
ち
て
暇い

と
ま
ご
い乞

　
　
　
　
東
田
　
一
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

七
月
例
会

山
口
信
博
選

ひ
ぐ
ら
し
や
声
か
け
合
い
て
涼
を
呼
ぶ
　
　
池
田
　
亜
美

風
鈴
の
音
に
居
眠
る
野
良
の
猫
　
　
　
　
　
尾
田
　
大
空

捨
て
ら
れ
ぬ
着
古
し
母
の
浴
衣
か
な
　
　
　
丸
田
千
恵
子

鹿
本
町
俳
句
教
室　

七
月
例
会

利
光
釈
朗
選

若
き
等
の
話
に
入
れ
ず
端
居
か
な
　
　
　
　
坂
田
　
昭
代

老
ひ
た
る
や
抜
け
毛
の
多
き
髪
洗
ふ
　
　
　
福
島
　
幸
代

負
け
ま
じ
と
種
吹
き
飛
ば
し
西
瓜
食
ぶ
　
　
戒
田
喜
久
子

山
鹿
俳
句
会　

七
月
例
会

利
光
釈
郎
選

万
緑
や
雨
は
ベ
ー
ル
の
や
う
に
降
る
　
　
　
近
藤
　
律
子

夏
山
の
聳
え
て
田
舎
教
師
か
な
　
　
　
　
　
北
原
　
勝
介

姉
の
掌
の
ぬ
く
も
り
今
に
夜
店
の
灯
　
　
　
本
田
　
孝
子

鹿
本
短
歌
会　

七
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

調
理
メ
モ
と
り
佃
煮
に
挑
戦
す
香
り
た
ち
く
る
青
紫
蘇
摘
み
て
　
　
　
　
水
町
千
鶴
子

ム
ー
ミ
ン
谷
の
夏
至
祭
に
は
間
に
合
は
ず
巣
に
騒
ぎ
ゐ
る
雛
の
燕
は
　
　
大
友
　
清
子

栴
檀
の
青
葉
の
か
げ
ゆ
通
り
く
る
名
も
知
ら
ぬ
鳥
の
さ
へ
づ
り
や
さ
し
　
今
村
久
美
子

石
人
短
歌
会　

七
月
例
会

富
田
豊
子
選

猛
暑
日
は
家
の
中
に
と
収
ま
り
て
部
屋
の
姿
は
す
つ
き
り
唄
ふ
　
　
　
　
三
森
　
京
子

く
ち
な
し
の
真
白
き
花
の
影
に
を
り
や
さ
し
き
香
り
に
暫
く
浸
る
　
　
　
松
岡
み
ち
え

夏
祭
り
母
が
着
付
け
の
飛
び
た
が
る
蝶
々
結
び
の
ゆ
か
た
の
帯
で
　
　
　
堀
田
　
恵
美

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

八
月
例
会

少
年
の
心
抱
き
て
木
戸
を
出
る
二は

た

と

せ

十
年
今
日
は
朝
刊
薄
し
　
　
　
　
　
　
山
口
　
信
博

峠
ま
で
上
り
下
り
の
七
曲
り
棚
田
緑
の
漱
石
の
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
洋
子

砂
浜
に
亡
き
師
の
歌
集
読
み
を
れ
ば
共
に
散
策
す
る
が
ご
と
し
も
　
　
　
鹿
子
木
泰
子

鹿
北
短
歌
会　

七
月
詠
草

初
夏
の
し
づ
か
な
日
中
ひ
つ
そ
り
と
た
だ
ひ
つ
そ
り
と
柿
の
花
落
つ
　
　
弓
掛
む
つ
子

ね
こ
や
な
ぎ
竹
も
雑
木
も
こ
と
ご
と
く
覆
わ
れ
に
け
り
か
ん
ね
か
ず
ら
に
　
島
北
　
皎
誓

こ
の
暑
さ
耐
え
て
ゆ
け
る
か
老
犬
の
涙
の
に
じ
む
目
頭
を
拭
く
　
　
　
　
貞
熊
喜
美
子

菊
鹿
短
歌
会　

七
月
詠
草

梅
雨
晴
れ
の
今
朝
目
覚
め
し
や
胡
瓜
種
む
っ
く
り
双
葉
を
広
げ
て
立
て
り
　
片
山
　
陽
子

梅
雨
兆
し
曇
り
日
つ
づ
く
栗
園
に
白
き
花
房
明
る
く
映
ゆ
る
　
　
　
　
　
富
田
　
龍
子

髪
結
ぶ
孫
の
播
き
た
る
ひ
ま
わ
り
の
並
び
て
芽
吹
く
水
無
月
の
朝
　
　
　
渕
上
ヨ
シ
子

鹿
央
短
歌
会　

七
月
作
品

紅
の
一
重
の
ダ
リ
ア
の
咲
き
た
る
を
梅
雨
晴
れ
の
風
や
さ
し
く
撫
で
る
　
竹
原
　
黎
子

雨
の
日
も
放
物
線
を
描
き
つ
つ
紫
蘇
の
葉
の
上
を
燕
飛
び
か
う
　
　
　
　
森
　
　
道
子

軒
下
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
蔓
伸
び
て
白
の
ゴ
ー
ヤ
が
垣
間
見
え
を
り
　
東
　
よ
り
子

三
岳
短
歌
会　

七
月
例
会

ど
の
枝
に
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
雨
の
中
を
通
り
く
る
声
自
づ
湿
り
て
　
　
　
巣
山
志
津
子

擬
宝
珠
の
花
に
入
り
た
る
蜂
の
影
共
に
生
命
保
つ
口
づ
け
　
　
　
　
　
　
立
山
　
〆
子

ミ
ニ
ト
マ
ト
ち
ぎ
る
幼
の
て
の
ひ
ら
に
ほ
ど
よ
き
太
さ
ぴ
ち
ぴ
ち
熟
れ
て
　
　
田
中
美
千
代
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『やまが肝いりどん』通信
♥まだ登録されていない独身の人へひと言
　夫：参加する価値があると思います。結婚したいと
　　　思っている人はどうぞ。
　妻：出会いを求めている人は、とにかく行動に移す
　　　ことが大事だと思います。担当の人が優しくサ
　　　ポートして下さるので安心です。

～～担当肝いりどんからお祝いのメッセージ～～
　ご結婚おめでとうございます。二人仲良く、末永い
お幸せをお祈りしております。

☆登録をお考えの人へ☆
　真剣に結婚を考えている 50 歳未満の人で、山鹿市
内に住んでいるか、結婚後に山鹿市に居住を希望する
人であれば、登録できます。申し込みは、地域生活課、
またはお近くの肝いりどんまでご相談ください。
肝いりどんについての問い合わせ先

…地域生活課　☎43－1114

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【ひだまり】
【こもれび】

　剣道女子を描く武士道シリーズ第４
弾。『武士道シックスティーン』から
始まりセブンティーン、エイティーン
とシリーズ化し、今回は最新作。

『武士道ジェネレーション』   
誉田哲也 /著　文藝春秋 /出版

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・大人のための上映会
　「最高の人生のはじめ方」字幕
　▷９月23日㈷　午後２時から（約108 分）
山鹿市民交流センター中会議室１

・図書館 de シネマ
　「横道世之介」
　▷９月27日㈰　午後２時から（約160 分）
ひだまり図書館

・おはなし会　午後２時から
　▷９月５日㈯・12日㈯・19日㈯・26日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　　午前10時45分から
　▷９月１日㈫・８日㈫・15日㈫・22日㉁・29日㈫
・小栗郷&あんずの丘による栗製品のご紹介
・「防災の日」inひだまり図書館 写真パネル展示
・｢湯ったり まったり 温泉&カフェ」ご紹介
こもれび図書館　

・おはなし会　午後２時から
　▷９月５日㈯・12日㈯・19日㈯・26日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　　午前10時45分から
　▷９月３日㈭・10日㈭・17日㈭・24日㈭
・「石の芸術 やまが眼鏡橋めぐりと匠のしごと」展示中
・「見て視て愉しい本」活字からではなく視覚から本を楽しむ

休
館
日

ひだまり図書館
▷９月７日㈪・14日㈪・20日㈰・21日㈷・28日㈪
こもれび図書館
▷９月２日㈬・９日㈬・16日㈬・22日㉁・23日㈷・30日㈬

【ひだまり】
【こもれび】

　日本全国 7000 の島々から、「秘島」
33 を厳選して紹介。行けない島を身近
に感じるための「実践編」も収録。

『秘島図鑑』
 清水浩史 /著　河出書房新社 /出版

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】
【菊鹿】
【鹿央】　『ちいさいおうち』『いたずらきかん

しゃちゅうちゅう』などで知られる、
バージニア・リー・バートンの最後の
作品。銀河系の誕生から現在の人々の
生活を、バートンが美しい絵とリズム
のある文で紹介。1964 年初版本を、最
新の知見に合わせて見直した改訂版。

『せいめいのれきし 改訂版』   　
バージニア・リー・バートン/文・絵　いしいももこ/訳　まなべまこと/監修

岩波書店/出版

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ 46 ｰ 1310　　★こもれび図書館　　☎ 43 ｰ 1082　　★鹿北市民センター　☎ 32 ｰ 3111
 　★菊鹿市民センター　☎ 48 ｰ 3111　　★鹿央市民センター　☎ 36 ｰ 3111　　★社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651

～～～私たち結婚しました～～～
　今年６月に結婚された夫Ｔさん（36歳）、妻Aさん（31
歳）をご紹介します。
♥登録しようと思ったきっかけは？
　夫：親の勧めで。
　妻：知人にこの事業のことを教えていただいて。
♥お互いの第一印象は？
　夫：話がしやすい感じ。
　妻：雰囲気がすきだなぁ、と。
♥結婚を決めた理由は？
　夫：早くしないと逃げられたら困るから。
　妻：この人がいい！と思ったからです。
♥担当肝いりどんの印象は？
　夫：ハキハキしていて話しやすい。
　妻：とても明るくて話しやすく、いろんなアドバイ
　　　スをいただきました。
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第１回

赤
穂
事
件
（
１
）

　

毎
年
12
月
が
近
づ
く
と
、
テ
レ
ビ
で
「
忠ち

ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

臣
蔵
」
の
物
語
が

放
送
さ
れ
ま
す
が
、忠
臣
蔵
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
「
赤
穂
事
件
」

と
、
こ
の
山
鹿
の
地
に
関
係
が
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
今
月
か
ら
「
赤
穂
義
士
と
山
鹿
」
と
題
し
て
、

大
石
内く

ら
の
す
け

蔵
助
ら
赤
穂
義
士
た
ち
と
山
鹿
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
赤
穂
義
士
と
山
鹿
と
の
関
わ
り
は
出
て
き
ま
せ
ん

が
、
討
ち
入
り
後
に
肥
後
藩
主
・
細
川
家
が
大
石
ら
を
預
か
っ

た
こ
と
か
ら
そ
の
関
係
が
始
ま
り
ま
す
。

赤
穂
事
件
と
は

　
さ
て
、「
忠
臣
蔵
」
の
物
語
の
題
材
と
な
っ
た
赤
穂
事
件
を

お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
よ
う
。
事
件
が
起
こ
っ
た
の
は
江
戸
時

代
中
期
の
元
禄
14

（
１
７
０
２
）
年
３

月
14
日
、
江
戸
城

の
「
松
の
廊
下
」

で
朝
廷
か
ら
の
使

者
（
勅ち

ょ
く
し使
）
饗き

ょ
う
お
う応

役
だ
っ
た
赤
穂
藩

主
浅あ

さ
の野
内た

く
み
の
か
み

匠
頭
が

そ
の
指
導
役
だ
っ

た
高こ

う
け家
（
儀
式
な

ど
を
司
る
役
職
）

の
吉き

ら良
上こ

う
ず
け
の
す
け

野
介
に

斬
り
掛
か
っ
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。

　
浅
野
が
吉
良
に

斬
り
掛
か
っ
た
理

由
に
は
諸
説
あ
り
、

現
在
で
も
良
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

当
時
、
将
軍
の
住

ま
い
で
あ
る
江
戸

城
内
で
刀
を
抜
く

こ
と
は
厳
し
く
禁

じ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
破
っ
た
浅

野
は
将
軍
・
徳
川

綱つ
な
よ
し吉

の
命
令
で
即

日
切
腹
、
赤
穂
藩

は
取
り
潰
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
す
ぐ
に
江
戸
か
ら
赤
穂
（
現
在
の
兵
庫
県
赤
穂

市
）
に
知
ら
せ
が
届
き
、
家
老
の
大
石
内
蔵
助
ら
を
中
心
に
対

応
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　
赤
穂
藩
士
の
中
に
は
幕
府
と
戦
お
う
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
大
石
ら
が
主
張
し
た
「
内
匠
頭
の
弟
を
新
た
な
藩
主

と
し
て
浅
野
家
の
再
興
を
幕
府
に
願
い
出
る
」
と
い
う
方
針
が

決
定
さ
れ
、幕
府
の
決
定
通
り
赤
穂
城
は
明
け
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
浪
人
と
な
っ
た
大
石
は
赤
穂
を
離
れ
て
、
京
都
の

山や
ま
し
な科
（
現
在
の
京
都
市
山
科
区
）
へ
と
移
り
住
み
、
浅
野
家
再

興
の
た
め
に
努
力
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
刃に

ん
じ
ょ
う傷
事
件
か
ら
４
カ

月
後
の
元
禄
14
年
７
月
、
幕
府
は
浅
野
家
の
再
興
を
認
め
な
い

決
定
を
下
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
赤
穂
浪
士
た
ち
は
主
君
の
無
念
を
晴
ら
す
た
め
、

吉
良
邸
へ
の
討
ち
入
り
へ
と
動
い
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
教
育
課
文
化
係　

☎
43
‐
１
６
５
１

粗
品
を
き
っ
か
け
に
通
っ
て
い
た
ら
、

２
カ
月
間
で
５
０
０
万
円
の
契
約

【
事
例
】

　
「
商
品
の
宣
伝
を
聞
い
て
無
料
で
商
品
が
も
ら
え

る
」
と
知
人
に
誘
わ
れ
会
場
に
出
か
け
た
。
販
売
員

の
話
が
楽
し
く
通
っ
て
い
た
ら
、
２
カ
月
の
間
に
、

布
団
や
磁
気
治
療
器
な
ど
の
購
入
を
次
々
に
勧
め
ら

れ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
自
分
だ
け
小
部
屋
に
呼
ば

れ
て
勧
誘
さ
れ
る
な
ど
し
て
断
り
切
れ
ず
に
買
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
購
入
時
は
頭
金
の
支
払
い
だ
け
な
の

で
、
高
額
だ
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
が
、「
場
所

を
移
転
す
る
。
残
額
を
支
払
っ
て
」
と
言
わ
れ
初
め

て
、
総
額
が
５
０
０
万
円
以
上
だ
と
分
か
っ
た
。
生

命
保
険
を
解
約
し
、
貯
蓄
と
併
せ
て
支
払
っ
た
。
商

品
を
返
品
す
る
の
で
返
金
し
て
ほ
し
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

粗
品
や
楽
し
い
雰
囲
気
に
ひ
か
れ
、
数
カ
月
会
場
に

通
い
続
け
、
そ
の
間
に
次
々
と
高
額
な
商
品
を
契
約

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
、
Ｓ
Ｆ
商
法
（
催
眠
商
法
）
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
　�

個
別
に
声
を
か
け
ら
れ
勧
誘
を
受
け
る
と
断
る
の
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
会
場
に
近
づ
か
な
い
こ
と
が
一

番
で
す
。家
族
や
周
り
の
人
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

※�

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
43
‐
１
５
７
９

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

浅野内匠頭墓（泉岳寺）（東京都港区）

赤穂城跡（兵庫県赤穂市）
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問…環境課　☎43-7211

環境だより環境だより

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す

○�

飼
い
始
め
た
そ
の
日
か
ら
大
切
な
家
族
の
一
員

で
す
。

　
動
物
を
一
度
飼
い
始
め
た
ら
、
た
と
え
病
気
や

老
齢
に
な
っ
て
も
、
家
族
の
一
員
と
し
て
最
後
ま

で
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
野
良
猫
な
ど
へ
の
無
責
任
な
エ
サ
や
り
は
近
所

迷
惑
に
な
る
ば
か
り
か
、
心
な
い
人
に
虐
待
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
エ
サ
を
与
え
る
だ
け
が
動
物
愛
護
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
自
分
は
エ
サ
を
与
え
て
い
る
だ
け
で
、

飼
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
無
責
任
な

気
持
ち
で
動
物
た
ち
に
接
す
る
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

○�

不
幸
な
犬
や
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
出
来
る

こ
と
。

　
飼
う
前
に
命
を
預
か
る
責
任
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

　
望
ま
な
い
命
を
産
ま
せ
な
い
た
め
に
、
子
ど
も

を
産
ま
せ
な
い
方
法（
不
妊
去
勢
）を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　
飼
い
犬
に
つ
い
て
は
、
首
輪
で
つ
な
ぎ
、
迷
子

に
さ
せ
な
い
よ
う
に
犬
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

台風接近時の家庭ごみ収集について
　９月は特に台風の影響を受けやすい季節です。家庭ごみの収集はできるだけ行いま
すが、暴風警報発令中は安全を第一に考え、収集を行わないことがあります。
　台風が近づき、荒れた天候になったときにごみを出すのは危険で、ごみの散乱の
原因になります。道路や歩道などに飛散すると大変危険ですので、次回に出すなどの
配慮をお願いします。
　中止する場合の情報は、台風が最も接近すると予想される前日までには、防災無
線やオフトーク通信、市ホームページ、ＲＫＫのデータ放送（デタポン）、メール配信サー
ビスなどを利用して、家庭ごみ収集の中止や振替日をお知らせします。台風時の情報
に注意してください。
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心を磨き、感性を育て、社会貢献できる人間をつくる
坂の上の希望～「満足させる！」日本一の面倒見で～城北高校

【来年度から社会福祉科が医療福祉科へ変わります】
　「この坂を上れば希望がある」これが城北高校のス
ローガン。希望とは変われることです。城北高校には
「温かい、真面目な、一生懸命」の校風があります。
城北高校は、楽ではないが、楽しい高校生活が送れる
校風があります。温かい心優しい校風の学校です。だ
から変われるのです。そして先生たちは、どこにも負
けない面倒見の良さと、わかる授業で生徒を「これで
もかの愛情」で満足させます。
　28 年目を迎えた城北高校の社会福祉科が、平成 28
年度から「医療福祉科」と科名を変更します。さらに
グレードアップし、今
までの「社会福祉科」
の学びに医療的ケア
を加え、福祉・医療の
スペシャリストの育
成に力を注ぎます。こ
のように城北高校は
これからも進化し続
けます。

【オープンキャンパス】
　７月 28 日に平成 27 年度第１回目のオープンキャ
ンパスを行いました。山鹿市内の中学校からはもちろ
ん、熊本県内各地から、また県外からもたくさんの中
学生に参加していただき、800 人を超える参加者とな
りました。ありがとうございました。心より感謝申し
上げます。９月 27 日㈰に第２回目のオープンキャン
パスを行います。まだオープンキャンパスに参加した
ことがない人はもちろん、２回目の人もぜひご参加く
ださい。心よりお待ちしています。

◦城北高校データ◦　竹原英治校長　生徒数 702 人

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 6029　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455

オープンキャンパスでの看護科の
体験授業

この旗が目印です

「子育て応援の店」登録店
ぶぜん 山鹿市日吉町
（小物の店と美容室）

ミルク用のお湯の提供・おむつ交換の
場所の提供・子育て情報提供・子ど
もへの声かけ・見守りなど

　人間がこの世に誕生して最初にすることは、
たくさん息を吸い込んで大きな口を開けて泣く
ことです。そしてお母さんに抱かれて、おいし
いお乳を飲むようになります。
　そのうち指で物がつかめるようになると、な
んでもなめて触って、口に入れて確認します。
乳児にとって目や耳よりも口こそが最も発達し
た感覚器官なのです。口に入れたら害になるも
の、危険なもの、不衛生なものなどを子どもの
そばに置かないよう配慮しながら、その時期を

見守りましょう。
　また、生まれたときから
味覚はとても敏感に働いて
います。幼児期になり、と
ろとろ・べたべた・つるつる・
つぶつぶ・がりがり・ほく
ほくなどの食感や、甘い・
すっぱい・辛い・にがい・しょっぱいなど味の
体験を積んでいくことは，食への関心を深め、
食べることへの意欲につながり、味覚という五
感のひとつを確かなものにしていきます。さら
に、食を味わい楽しむことを通して、大人との
やり取りは子どもたちに喜びを与え、表情や感
性を豊かに育んでいきます。
　子どもの成長にあわせ、旬の食材を使い、お
いしい体験をたくさんさせたいですね。

食で五感を育む

城北高校名物「希望コール」
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　栗の実保育園では「生きる力」を育む環境教育の一
つとして、『森のほいくえん』活動を行っています。
山へ出かけて、自然の中で思いっ切り遊び、虫探しや
四季折々の発見をして楽しんでいます。

　森のほいくえんには広
い唐芋畑があり、５月に
芋苗を植え、苗が大きく
なってきた７月には草取
りに行きました。最初は
芋の葉っぱと草を見分け

るのに苦労していた子どもたちでしたが、「おおきな
おおきなおいもになーれ」と願いながらたくさんの草
を取ることができました。草取りが終わると、待って
いましたとばかりに、木登りや木の実探しなど自分の
好きな遊びを五感を
いっぱい使って楽し
みました。
　森のほいくえん
は、ほぼ毎月計画を
していますので、興
味がある人はぜひ遊
びに来てください。

　今年も夏恒例の夕涼み会を
７月25日に行いました。当日は
気温30℃を超える猛暑の中、
先生たちや役員が一緒になっ
て、汗を拭き拭き出店の準備
や会場作りをしていきました。
　「ワッショイ、ワッショイ！」と、みこしを担ぐ年長児さんたちの
威勢のいいかけ声と共にオープニングスタート。３歳以上児
さんたちのかわいらしい遊戯の後は、全員総踊りの「ソー
ラン鹿本」で祭りの雰囲気も盛り上がってきて、いよいよ出店
がオープン！焼きそばやかき氷、くじやゲームコーナーなど、楽
しそうにお店を駆け回る子どもたちや、買ってきた食べ物を
美味しそうに味わう親子連れでにぎわいました。
　保護者の皆さん、特にお父さんたちには最後の片付けま
でしっかり協力していただき、事故やけがもなく無事終えら
れ感謝しています。今後も保護者同士交流を深めながら「幼

慈園・親父の会」を作って、
お父さんパワーを発揮して
いけたらなぁと考えていると
ころです。
保護者会会長　川添敏

と し み

美

【ひまわりの学校、大道小学校】
　大道小学校の校訓は、昭和 57 年校舎落成記念に創
られた「ひまわり」の詩にもうたわれている「やさし
く　かしこく　たくましく」です。職員一丸となって
子どもの姿のよりよい変容をめざす学校改革の下、徳
育・知育・体育の３分野で、プロジェクトチームによ
る取り組みを進めています。

　　　　「やさしく　かしこく　たくましく」
　　　　 　〜ひまわりの姿をめざして〜大道小学校

みんなで盛り上げた夕涼み会
幼慈園☎ 46 − 2360

森のほいくえん〜夏編〜
栗の実保育園☎ 48 − 2134

◦大道小学校データ◦　園田千賀子校長　児童数 230 人

【みんなで頑張る児童会】
　今年の児童会のテーマは、
「めざせ！もっとピカピカ大
道小～『大道小のあたりま
え』100％」です。10 の委
員会が目標達成をめざして
頑張っています。

【学校・家庭・地域の教育力を最大限に！「チーム大道」】
　本校には「大道っ子応援団」という、強力な学校支援の組織があります。多くの温かいご支援に心より感謝申
し上げます。これからも家庭や地域との連携を深め、学校の教育活動の一層の充実をめざします。

「大道っ子応援団」（活動の一例）
学習支援チーム 家庭教育支援チーム 体験活動支援チーム 安心・安全支援チーム

夏休みのわくわく教室。毎日
100 人を超す児童と大勢の応
援団の参加がありました。

毎週水曜日の “ あっぷるみん
と ” さんの読み聞かせ、とて
も楽しみです。

毎年 11 月の「ひまわりフェス
タ」では、ものづくりを教え
ていただいています。

寒暑の中、朝夕、各地域での
見守り、本当にありがとうご
ざいます。
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５
１歳６カ月児健診
26 年１月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

６ ７ ８ ９ 10 11 12
３〜４カ月児健診
27 年５月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
27 年１月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

13 14 15 16 17 18 19
３〜４カ月児健診
27 年５月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
26 年 10 月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
26 年 10 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
24 年５月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】
20 21 22 23 24 25 26

３歳児健診
24 年５月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

27 28 29 30
７〜８カ月児健診
27 年１月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
26 年１月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館

【鹿央多目】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター
【カルチャー】　カルチャースポーツセンター

【山 健  福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本健康福祉センター
　　　　　　（ひだまり）９健康カレンダー

月
◦乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康増進課へご連絡ください。

母子健康手帳交付時に
持ってくるもの
◦�印鑑◦妊娠届出書（予定日が分

かるもの）
◦�過去の妊娠、出産の経過が分か

るもの（母子健康手帳）

　10 月から、18 歳以下の子どものインフルエンザワクチ
ン接種（任意接種）に係る費用の一部を助成します。
◦�対象者　山鹿市に住民票がある１〜 18 歳（高校３年生

年齢相当）まで
◦�接種期間　10 月１日㈭〜 12 月末日（ただし医療機関の

診療日のみ）
※�詳しくは広報やまが 10 月号および市ホームページでお

知らせします。
※ �65 歳以上の定期インフルエンザ予防接種も同じ期間で

実施します。

18歳以下のインフルエンザ
予防接種費用を助成します ◦�対象者　19 歳以上の女性（平成 28 年３月 31 日現在）

　検診を希望する人は健康増進課へご連絡ください。
◦�実施期間　11 月 30 日㈪まで
◦�実施医療機関　井上産婦人科医院、谷産婦人科医院、山

鹿市民医療センター、清田産婦人科医院（植木町）、黒川
産婦人科医院（菊池市）、米田産婦人科医院（菊池市）、
斎藤産婦人科医院（菊池市）

◦�持参品　①子宮頸がん検診問診票②検診料金③健康保険証
◦�検診料金　75 歳未満の人　1,700 円
　　　　　　75 歳以上の人　600 円
※�市民税非課税世帯と生活保護世帯は検診当日に証明書を持

参すると無料で受診できます。

子宮頸がん検診（医療機関）

●
敬老の日

● 秋分の日国民の休日
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開催日 受付開始時間 開始時間 会場
９月１日㈫ 午前９時45分 午前10時

山鹿健康福祉
センター

９月２日㈬
午前９時45分 午前10時
午後１時15分 午後１時半

９月３日㈭
午前９時45分 午前10時
午後１時15分 午後１時半

９月４日㈮ 午後１時15分 午後１時半

９月７日㈪
午前９時45分 午前10時
午後１時15分 午後１時半

９月８日㈫ 午前９時45分 午前10時

９月９日㈬
午前９時45分 午前10時
午後１時15分 午後１時半

９月10日㈭
午前９時45分 午前10時
午後１時15分 午後１時半

９月11日㈮
午前９時45分 午前10時
午後１時15分 午後１時半

　年に１回じっくりと自分の健康状態と向き合って、より
良い健康づくりに役立ててください。
　特定健診の結果は結果説明会で渡しますので、健診当日
に配布したオレンジ色の「健診結果受け取り票」をご持参
ください。

特定健診結果説明会

　特定健診とは、生活習慣病を未然に防ぐための健康診査
です。医療機関で受けられる特定健診は、引き続き９月末
まで受診できます。まだ受診していない人は、ぜひ受けて
ください。

国民健康保険に加入している皆さんへ
〜特定健診の受診はお済みですか？〜

　厚生労働省では毎年９月を食生活改善普及月間と定めて
います。
　本年度の目標は、「毎日野菜をプラス１皿（70㌘）！」
大人は１日に 350㌘の野菜の摂取が必要ですが、現在の日
本人の平均摂取量は 280㌘と言われています。そこでもう
1 皿（70㌘）を加えると、350㌘の野菜を摂取できます。
　野菜をしっかり食べると、必要なビタミンやミネラル、
食物繊維などを摂取でき、健康的な食生活に近づけます。
野菜70㌘の目安
トマト 1/2 個、モヤシ 1/3 袋、ホウレン草 1/3 把

わ

、キャ
ベツ 2 枚、ニンジン 1/2 本など
野菜を美味しく食べるコツ
◦新鮮な旬の野菜を使いましょう。
　新鮮な旬の野菜は栄養価が高く、美味しさが違います。
◦加熱するとかさが減り、味の変化も楽しめます。
　かさが減ると量的に食べやすく、ゆでる、煮る、炒める、
　焼く、蒸すなど調理法で味にも変化がでます。

　毎日の元気はバランスのよい食事から。毎日野菜プラス
1 皿を心がけて、健康寿命を延ばしましょう！

毎日野菜をプラス１皿！

　10 月１日に幸の国健康館「ゆ〜かむ」全体を、
㈱三勢（熊本市）に譲渡します。譲渡後も地域活
性化に向けた施設の運用をしていただきますの
で、運営形態の大幅な変更はありません。
　引き続き、皆さんのご利用をお願いします。

幸の国健康館「ゆ〜かむ」を民間に譲渡します
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山　鹿
　山　鹿　立山　正昭さん (88)　髙岡　英晴さん (83)
　　　　　村上　欣也さん (84)　阿蘇品新一さん (82)
　　　　　德永　正弘さん (86)　後藤アサ子さん (88)
　米　田　星子サヨ子さん (80)
　八　幡　北井　喜實さん (85)
　平小城　髙木　和茂さん (66)
　三　岳　中川タマヱさん (90)　家入　隆弘さん (45)
　　　　　渕上　勝也さん (63)　中原　久子さん (77)
　　　　　竹丸　　葊さん (93)
　三　玉　松山　由美さん (43)
　大　道　若杉美也子さん (88)　石村　淳子さん (74)
　　　　　堤　　　謙さん (84)　村上マサ子さん (92)
鹿　北
　岳　間　森　　康昭さん (80)
　岩　野　岩橋ノボルさん (89)　井手口松美さん (81)
　　　　　永田　豊秋さん (91)
　広　見　矢野マルヲさん (83)　酒井　　勤さん (83)
　　　　　酒井　　林さん (91)　德永　七郎さん (88)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

※７月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

山　鹿
　山　鹿　石井　純一さん♥益田　茉季さん
　　　　　上野　　光さん♥中島　智美さん
　川　辺　瀬口　　純さん♥山崎　真由さん
菊　鹿
　六　郷　井上　卓也さん♥高松　礼夏さん	
　　　　　坂本　達哉さん♥宮村　珠文さん

　城　北　富田　浩司さん♥西山　晶子さん
鹿　央
　米野岳　多田隈誠二さん♥輪内　美和さん

問い合わせ先…市民課　☎４３−１１６９およろこび・うぶごえ・おくやみ

菊　鹿
　内　田　早田　澄俊さん (59)　栗原　義次さん (87)
　六　郷　井上　一誠さん (87)　藏原ミサヲさん (88)
　城　北　井手上　廣さん (67)　澤田　嘉博さん (88)
　　　　　森田　康則さん (86)　渡辺　忠弘さん (78)
鹿　本
　来　民　川上　郁子さん (75)　瀬崎ヒロ子さん (76)
　稲　田　富田　公博さん (76)　渡邊　菊德さん (61)
　　　　　田代　初子さん (101)　髙本　安俊さん (86)
　中　富　小材フサ子さん (95)　小材　吉秋さん (64)
　　　　　福島チハルさん (95)
鹿　央
　千　田　岡山　義博さん (88)　一　　和典さん (65)
　米野岳　菊川　綾子さん (90)

山　鹿
　山　鹿　徳永　圭

け い ご

吾さん　田代　愛
ま な

奈さん
　　　　　手嶋　祐

ゆ う と

人さん　山野　陽
は る き

基さん
　　　　　竹下　　翔

つばさ

さん　山下　夏
な つ き

希さん
　　　　　松岡奈

な な み

々海さん　服部万
ま ゆ り

結里さん
　　　　　島田　　輝

らいと

さん
　米　田　髙松　央

おうすけ

亮さん　財木　颯
そ う た

汰さん
　八　幡　竹下　朝

あ さ ひ

陽さん
　平小城　横手　　麦

むぎ

さん
　三　岳　吉田ひふみさん　栗原　煌

こうしん

心さん
　大　道　月足喜

きよ し ろ う

吉郎さん　吉田　和
か ず き

城さん
　　　　　西山　結

ゆ い か

華さん　一法師仁
に こ

心さん
鹿　北
　岳　間　桑原　椋

りょうが

雅さん

菊　鹿
　内　田　古家　大

た い が

琥さん
　六　郷　竹下　奈

な な

那さん
　城　北　堀田敬

けいいちろう

一朗さん
鹿　本
　来　民　木村　千

ち あ き

昭さん　板橋　耀
よ う た

大さん
　　　　　永田　凰

お う が

翔さん　内田　亜
あ み

美さん
　　　　　尾崎　惺

れ お ん

凰さん
　稲　田　小田　彪

ひゅうが

雅さん　古川　大
た い が

芽さん
鹿　央
　千　田　木下いちかさん　平川　　武

たける

さん
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10 月に マイナンバー が記載された 通知カード が届きます

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）のお知らせ

　平成27年 10月からスタートする社会保障・税番号制度（マイナンバー
制度）は、国民一人一人に個人番号を付番し、社会保障、税、災害対策など
のさまざまな行政手続で利用される制度です。
　このマイナンバー制度で使用する個人番号をお知らせするため、住民票が
ある市民の皆さん全員に「通知カード」が送付されます。

表　面 裏　面

通知カードを確実に受け取るために

住民登録がある所と実際に住んでいる所が異なる人は、
　　　　　　　　　　　　住民票異動の手続きをお願いします。

※
カ
ー
ド
の
イ
メ
ー
ジ

　下記の理由のため 10月５日時点で住民登録地で通知カードの受け取りができない人は、
９月 25日㈮までに手続きが必要です。

● 医療機関・施設への長期の入院・入所が見込まれ、かつ、住民登録地に誰も住んでいない人
● ＤＶ 、ストーカー行為などの被害者　　● 東日本大震災の被災者　
※手続きには必要な書類などがありますので、ご来庁前に必ず市民課へお尋ねください。

問い合わせ先…市民課　☎４３－１１６９　秘書企画課　☎４３－１１１２

住民登録が
ある所

住民登録が
ない所

届く
国（通知カード発送元） 世帯ごとに

簡易書留で郵送

届かない

通知カード
通知カード

簡易書留でお送りするため、受取人の署名、または押
印が必要になります。住民登録地に誰も住んでいない
場合は、受け取ることができません。 郵便局の転送サービスは利用でき

ませんのでご注意ください。

この通知カードは、住民登録がある所へ簡易書留で郵送されます
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市
民
課
の
窓
口
業
務
を
、
平
成
27
年
10
月

１
日
㈭
か
ら
民
間
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

◦�

委
託
場
所
　
山
鹿
市
役
所
本
庁
　
市
民
課

◦�

委
託
先
　
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

◦�

委
託
期
間
　
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら

　
平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で

◦�

委
託
業
務

　
◦�

各
種
証
明
書
（
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍

全
部
（
個
人
）
事
項
証
明
書
、
印
鑑
登

録
証
明
書
、
税
証
明
書
な
ど
）
の
交
付

申
請
受
付
お
よ
び
発
行

　
◦�

住
民
異
動
届（
転
入
、転
出
、転
居
な
ど
）

の
受
付
お
よ
び
関
連
業
務
の
手
続
き

　
◦�

一
般
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申
請
受

付
お
よ
び
発
行

市
民
課
の
窓
口
業
務
を

民
間
業
者
に
委
託
し
ま
す

お 知
せら

　
平
成
28
・
29
年
度
に
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
（
地
域
の
高
齢
者
が
在
宅
で

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
施
設
）
お

よ
び
地
域
の
高
齢
者
な
ど
の
活
動
拠
点
と
な

る
介
護
予
防
拠
点
を
生
活
圏
域
ご
と
に
整
備

す
る
た
め
、
基
盤
整
備
お
よ
び
事
業
を
予
定

し
て
い
る
事
業
者
を
調
査
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
、
平
成
28
・
29
年
度
の
事

業
量
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
、
希
望
す
る
法
人
は
期
間
内
に
山
鹿
市
役

所
長
寿
支
援
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◦�

予
定
施
設
と
圏
域
　
山
鹿
市
全
域
が
対
象

で
す
が
、現
在
当
該
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
小
学
校
区
を
優
先
し
て
選
定
し
ま
す
。

　
◦�

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
　

２
カ
所

　
◦
介
護
予
防
拠
点
　
４
カ
所

◦�

整
備
要
件
　
原
則
と
し
て
、
山
鹿
市
内
で

介
護
保
険
事
業
ま
た
は
医
療
・
福
祉
事
業

な
ど
の
運
営
の
実
績
・
経
験
の
あ
る
法
人

で
、
関
係
事
業
者
と
の
連
携
や
人
材
の
確

保
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
各
年
度
中
に
工

事
を
完
了
で
き
る
こ
と
。

◦�

調
査
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

問
長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
８
０

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
・
介
護
予
防
拠
点
の
基
盤
整
備

お
よ
び
事
業
実
施
予
定
者
調
査

お 知
せら

　山鹿市では「山鹿市民歩こう運動」として、日常生活の中にウォーキングを取り入れることをおすすめしています。
８月号では「山鹿市民歩こう運動」キャッチフレーズを『健康のはじめの一歩は歩きから』『歩くたび新たな発見 !
心もからだもリフレッシュ』に決定しました。今月号では、ウォーキングを実践している人の話を紹介します。
①ウォーキング歴 / 内容　②はじめるきっかけ　③体調などの変化　④工夫していること

①約５年 / １週間に５回、１時間かけ
て歩く②体調維持のため③体重、体
力が維持できている④夏場は早朝に
歩くなど、気候に合わせて歩く時間
帯を変えている

①約７年半 / ２日に１回くらい②血糖
値が高かったので、医師にすすめら
れた③気分がすっきりし、血糖値も
安定している④携帯電話の歩数計機
能を使って歩く

①４～５年 / 時間があるとき②日々の
犬の散歩ついでなど手軽にできる運
動だから③体重が減った。体力がつ
いた④２人で歩くこと、天気がいい
から歩こうとか散歩がてらに歩く

①少し遠くへでかけて夫婦で景色を
見ながら歩く③大きな変化は感じな
いが、体力はある方だと思う④好きな
ところで好きな時間に歩くなど、苦に
ならないようにあまり決めすぎない

60 代男性 50 代女性

70 代女性 60 代男性

血糖値が安定しています 体重が減りました

夫婦で歩いています 体力を維持しています

山鹿市民歩こう運動 問い合わせ先…健康増進課　☎ 43-0050
９月は健康増進
普及月間です！

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
４
期
）

◦�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
３
期
）

◦�

納
期
限　
９
月
30
日
㈬

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　
９
月
28
日
㈪
〜
30
日
㈬

　
午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
９
月
27
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課 

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎
43
‐
１
１
４
４

　
◦�

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
市
役
所
総
合

案
内
）

　
◦�

窓
口
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
申
請
書
の
記
載

補
助
な
ど
）

問
市
民
課
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
６
９
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◦�

試
験
日
時
　
11
月
８
日
㈰

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
11
時
半

◦�

試
験
会
場
　
熊
本
学
園
大
学

◦�

受
付
期
間
　
9
月
7
日
㈪
～
30
日
㈬

◦�

申
し
込
み
方
法
　
願
書
を
（
公
財
）
熊
本

市
下
水
道
技
術
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
（
9
月
30
日
消
印
有
効
）
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◦�

費
用
　
６
千
円

　
試
験
案
内
は
9
月
1
日
㈫
か
ら
山
鹿
市
役

所
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す
。
希
望
者
に
は

講
習
会
（
有
料
）
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
熊
本
市
下
水
道
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
２
８
８
‐
７
３
６
２

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
共
通
試
験

お 知
せら

　
県
で
は
今
年
か
ら
２
年
間
か
け
て
、
主
と

し
て
明
治
以
降
に
建
て
ら
れ
た
和
風
建
築
を

調
査
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
お
宅
や
地
域
を
調
査
員
（
熊

本
県
建
築
士
会
の
会
員
な
ど
）
が
訪
問
し
ま

す
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
関
し
て
、
調
査
員
や
市
町
村

担
当
者
以
外
の
人
が
お
宅
を
訪
問
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
社
会
教
育
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
６
５
１

　
熊
本
県
文
化
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
０
５

熊
本
県
近
代
和
風
建
築
総
合
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お 知
せら

　
個
人
の
白
色
申
告
の
人
で
、
事
業
や
不
動

産
貸
付
な
ど
を
行
う
全
て
の
人
（
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い

人
も
、
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
の
対

象
と
な
り
ま
す
）
は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の

保
存
が
必
要
で
す
。
記
帳
す
る
内
容
は
、
売

り
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
経
費

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、取
引
の
年
月
日
、

金
額
な
ど
を
帳
簿
に
記
載
し
ま
す
。
記
載
す

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
人

の
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存

お 知
せら

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
な
ど
を
理
由
と

す
る
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
不
利
益
取
り

扱
い
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
は
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
お
よ
び
育
児
・
介
護

休
業
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
困
り
の

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
９
６
‐
３
５
２
‐
３
８
６
５

ス
ト
ッ
プ
！
マ
タ
ハ
ラ

お 知
せら

　
重
油
な
ど
を
保
管
し
て
い
る
タ
ン
ク
か

ら
、
重
油
が
流
れ
出
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
重
油
を
回
収
す
る
に
は
多
額
の
費
用

を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
流
れ
出
た
重
油

が
他
の
田
畑
や
河
川
へ
流
れ
出
て
、
農
作
物

や
漁
業
へ
の
被
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
問
題

に
も
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
重
油

な
ど
を
使
用
す
る
人
は
、
タ
ン
ク
か
ら
重
油

な
ど
が
漏
れ
出
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
５
６

重
油
流
出
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
！

お 知
せら

〇※法律に適合している。

　イノシシなどの有害獣から農作物を守る電気柵につい
て、使用方法を誤ったことによる死亡事故が発生してい
ます。電気柵は使用方法を守り、特に 100 ボルトコン
セントを電源にする場合は、100 ボルト用電源装置お
よび漏電遮断機（30 ボルト以上の電源から電力を供給
する場合）を必ず設置してください。

電気柵での死亡事故が発生しています！

問農業振興課　☎ 43 ‐ 1556

る
と
き
は
、
一
つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な

く
、
日
々
の
合
計
金
額
を
ま
と
め
て
記
載
す

る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
制
度
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w.

nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
記
帳
説
明
会
」な
ど
に
つ
い
て
は
、

山
鹿
税
務
署
の
所
得
税
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
44
‐
２
１
８
１

田畑に流れ出た重油。農作物など
に被害が出る可能性があります。
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人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
山
鹿
会
場
】

◦�
日
時
　
９
月
３
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�
場
所
　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
鹿
北
会
場
】

◦�

日
時
　
９
月
17
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所
　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

【
菊
鹿
会
場
】

◦�

日
時
　
９
月
18
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所
　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

問�

法
務
局
山
鹿
支
局
　
　
☎
44
‐
２
４
１
１

　
人
権
政
策
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
９

特
設
人
権
相
談
所

相 談

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
た
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
、
通
貨

や
証
券
類
を
保
管
し
て
い
ま
す
。
心
当
た
り

の
あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
崎
税
関
業
務
部
税
関
相
談
官

☎
０
１
２
０
‐
８
２
８
‐
６
８
０

　�E-m
ail

　nagasaki-sodan@
custom

s.
go.jp

引
揚
者
と
ご
家
族
の
皆
さ
ん
へ

お 知
せら

　
小
規
模
事
業
者
（
製
造
業
）
の
人
材
育
成

を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
人
材
育

成
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま

す
。
ま
た
、
高
い
技
術
を
持
つ
講
師
を
企
業

に
派
遣
し
て
、
技
術
指
導
を
す
る
人
材
育
成

も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
（
公
財
）
く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
２
４
３
８

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
支
援

お 知
せら

　
就
職
や
再
就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。

◦�

対
象
者
　
お
お
む
ね
15
歳
〜
39
歳
の
若
者

　
　
　
　
や
そ
の
家
族

◦�

内
容
　
仕
事
に
関
す
る
こ
と
全
般
、
応
募

書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
な
ど

若
年
就
職
相
談
会

相 談

◦�

日
時
　
９
月
１
日
㈫
・
15
日
㈫
、
10
月
６

日
㈫
・
20
日
㈫
　
午
後
２
時
〜
５
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

問�

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８
‐
74
‐
０
０
０
７
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虐
待
や
差
別
、
偏
見
な
ど
高
齢
者
や
障
が

い
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
、電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◦�

期
間
　
９
月
７
日
㈪
〜
13
日
㈰

◦�

時
間
　
平
日
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
７
時

　
　
　
　
土
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◦�

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

【
相
談
電
話
番
号
】

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

問�

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

相 談
　
相
続
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

◦�

日
時
　
10
月
４
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所
　
熊
本
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

　�（
熊
本
市
中
央
区
大
江
３
丁
目
１
番
53
号

熊
本
第
二
合
同
庁
舎
）

◦�

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
、
不
動
産
登
記
、

戸
籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す
る
こ
と
な
ど

◦�

相
談
員
　
法
務
局
職
員
、公
証
人
、司
法
書

士
、土
地
家
屋
調
査
士
、人
権
擁
護
委
員

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問�

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
６

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

相 談

　
平
成
27
年
度
補
助
申
請
の
２
次
募
集
を
行

い
ま
す
。

◦�

期
間
　
9
月
14
日
㈪
～
10
月
13
日
㈫

◦�

対
象
者
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　
①
山
鹿
市
に
居
住
す
る
人

　
②�

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上

の
人

　
③�

介
護
保
険
法
の
要
支
援
か
要
介
護
の
認

定
を
受
け
て
い
る
か
、
同
程
度
の
状
態

と
認
め
ら
れ
る
人

　
④�

右
の
②
③
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
同

居
し
よ
う
と
し
て
い
る
人

　
⑤�

世
帯
の
生
計
中
心
者
の
平
成
26
年
分
所

得
に
か
か
る
所
得
税
年
税
額
が
7
万
円

以
下
の
世
帯
に
属
す
る
人

　
⑥�

原
則
と
し
て
、
当
事
業
に
よ
る
助
成
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

◦�

対
象
と
な
る
工
事
　
高
齢
者
が
自
宅
で
生

活
し
や
す
い
よ
う
に
住
宅
を
改
造
す
る
工
事

　�
例
手
す
り
の
取
り
付
け
、段
差
解
消
、ス

ロ
ー
プ
設
置
、浴
室
や
ト
イ
レ
の
改
造
な
ど

※�

事
前
に
着
手
さ
れ
た
工
事
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

◦�

助
成
額
　
課
税
の
状
況
や
工
事
件
数
に
応

じ
申
請
内
容
を
審
査
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
助
成
し
ま
す
。

問�

長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
８
０

住
宅
改
造
助
成
事
業
（
高
齢
者

対
象
）
２
次
募
集

募 集

　
本
市
の
人
権
教
育
・
啓
発
を
よ
り
い
っ
そ

う
推
進
す
る
た
め
、
人
権
教
育
・
啓
発
事
業

を
行
う
市
民
・
団
体
な
ど
を
対
象
に
、
事
業

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◦�

補
助
対
象
事
業

　�

①�

人
権
教
育
な
ど
に
関
す
る
講
演
、研
修
、

交
流
ま
た
は
人
材
育
成
を
行
う
た
め
の

催
し
に
参
加
す
る
事
業

　
②�

①
の
催
し
を
開
催
ま
た
は
共
催
す
る
事

業

　
③�

人
権
教
育
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
作
成

し
、
配
布
す
る
事
業

◦�

補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

山
鹿
市
人
権
教
育
・
啓
発

事
業
補
助
金

募 集
　
本
市
の
優
れ
た
歴
史
的
・
文

化
的
遺
産
な
ど
郷
土
の
魅
力
を

楽
し
く
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
私

た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
　
10
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
半

◦�

場
所
　
山
鹿
灯
籠
民
芸
館
・
八
千
代
座
・

博
物
館
周
辺
な
ど

◦�

募
集
人
員
　
15
人

◦�
申
込
期
限
　
10
月
１
日
㈭

※�
詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
、
受
け
付

け
後
に
郵
送
し
ま
す
。

　
・
問�
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

☎
43
‐
０
１
１
１

旅
先
案
内
人
養
成
講
座

募 集
申

（
上
限
額
　
個
人
申
請
５
万
円
、
団
体
申

請
20
万
円
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

人
権
政
策
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
９
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山鹿きぼうの家

　 古閑 1160　 44-3938
　 月～金曜日　９：00 ～ 15：00

「地域活動支援センター」をご存じですか
地域活動支援センターとは、障がいがある人の創作活動や生産活動、社会との交流促進を支援する施設です。
山鹿市内にある５カ所の地域活動支援センター（Ⅲ型）を紹介します。　　　　問福祉課　☎ 43 ‐ 0052

ぴあぴあ

　 山鹿1（温泉プラザ）　 44-1231
　 月～土曜日（水曜日を除く）
　10：00 ～ 17：00
　�祝日や灯籠まつりなどの時は開所していま

す。相談や憩いの場として、いつでも気軽
に立ち寄ってください！

伝承塾

　 鹿本町来民1648-1　 46-2051
　 月～金曜日　９：00 ～ 17：30

【利用対象者】
身体障害者手帳・療育手帳・精
神障害者保健福祉手帳を持って
いる人、自立支援医療（精神通
院医療に限る）の支給認定を受
けている人など。

利用の条件や申請の仕方など、
詳しくは福祉課へお問い合わせ
ください。

活動　�調理、神社の清掃奉仕、各種の
行事参加

作業　�フルーツキャップの袋詰め、下
請け作業、資源回収

活動　�うちわづくり指導、伝承塾商品
販売会

作業　�うちわづくり、ビーズ製品づく
りなど

活動・作業
　�絵手紙・料理教室、ビーズなどの創

作活動、箸数えや検品などの内職軽
作業

ブレス

　 菊鹿町池永104-1　 48-2434
　 月～金曜日（祝日を除く）
　９：00 ～ 16：00

活動・作業
　�塗り絵、ビーズ、麩の袋詰め、音楽

活動、ミニバレー

ゆうあい園

　 山鹿 1328-1　 43-8518
　 月～金曜日　９：00 ～ 16：00

活動　�創作、生産、各種行事参加、
　　　１泊旅行
作業　�さをり織り、下請け作業、資源

回収、調理実習、野菜栽培



案 内 版 Information

29　2015.9.1　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉

　
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
就
職
の
促

進
や
雇
用
の
継
続
の
た
め
、
県
内
の
各
委
託

事
業
所
で
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦�

対
象
者
　
障
が
い
の
あ
る
人
（
訓
練
コ
ー

ス
に
よ
っ
て
受
講
対
象
の
障
が
い
が
異
な

り
ま
す
）

◦�

訓
練
期
間
　
３
カ
月

◦�

場
所
　
県
内
の
各
委
託
事
業
所

◦�

訓
練
コ
ー
ス
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど

◦�

受
講
料
　
無
料
（
教
材
代
な
ど
は
必
要
）

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
（
求
職
者
）

☎
０
９
６
８
‐
24
‐
８
６
０
９

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
（
在
職
者
）

☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

障
が
い
者
委
託
訓
練

募 集

　
就
労
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
介

護
保
険
制
度
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
９
月
17
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時
半

◦�

場
所
　
山
鹿
隣
保
館
　
２
階
大
会
議
室

◦�
対
象
者
　
就
労
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上

◦�
内
容
　
み
ん
な
で
支
え
る
「
介
護
保
険
制

度
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て

◦�

講
師
　
山
鹿
市
長
寿
支
援
課

◦�

定
員
　
20
人

◦�

申
込
期
限　
９
月
15
日
㈫
ま
で

　
・
問�

山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
44
‐
１
８
５
０

山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

主
催　
出
前
講
座
受
講
生
募
集

募 集
申 　

職
業
訓
練
は
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
、
国
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
が
支
援
す

る
制
度
の
ひ
と
つ
で
す
。
原
則
、
無
料
で
受

講
で
き
ま
す
。
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、

雇
用
保
険
な
ど
を
受
け
な
が
ら
職
業
訓
練
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

近
日
中
に
実
施
予
定
の
職
業
訓
練

◦�

訓
練
場
所　
合
志
市

◦�

訓
練
科
目　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科

◦�

募
集
期
間　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
１
日
㈭

◦�

訓
練
期
間　
10
月
30
日
㈮
～
４
月
28
日
㈭

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８
‐
24
‐
８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募 集

　
再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
託

児
（
１
歳
半
か
ら
就
学
前
ま
で
）
も
行
い
ま

す
。

◦�

日
時　
10
月
19
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

◦�

内
容　
①
再
就
職
体
験
発
表
②
仕
事
と
子

育
て
両
立
の
た
め
の
育
児
・
生
活
環
境
づ

く
り
③
再
就
職
に
向
け
て
の
課
題
の
整
理

と
就
職
活
動
の
準
備
な
ど
の
情
報
提
供

◦�
定
員　
30
人

◦�
申
し
込
み
方
法　
参
加
申
込
書
を
取
り
寄

せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
限　
10
月
９
日
㈮
ま
で
（
託
児
の

申
し
込
み
は
10
月
５
日
㈪
ま
で
）

問�

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
１
‐
０
５
０
０

　
出
産
・
子
育
て
な
ど
に
よ
る
就
業
ブ
ラ
ン

ク
の
不
安
を
解
消
し
、
働
き
た
い
お
母
さ
ん

の
再
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
講

習
や
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。

◦�

期
日　
10
月
１
日
㈭
〜
16
日
㈮

�

◦
場
所　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

◦�

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

１
１
３
２
円
が
必
要
）

◦
申
込
期
限　
９
月
24
日
㈭

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
１
‐
０
５
０
０

お
母
さ
ん
の
た
め
の

再
就
職
実
践
コ
ー
ス

募 集

仕
事
と
子
育
て

両
立
応
援
セ
ミ
ナ
ー

募 集
　
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年

間
を
通
し
て
実
施
し
て
い
る
介
護
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
講
座
内
容
や
申

込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

saw
ayaka.or.jp

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦�

募
集
期
間
　
各
講
座
2
週
間
前
ま
で

問�

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
９
１

県
民
介
護
講
座
受
講
生
募
集

募 集
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※堆肥は在庫に限りがありますので
　お問い合わせのうえお越しください。

クリーン健康社ごみ処理･資源回収
何でもお任せ！
○家庭ごみ
○事業所ごみ
○廃品回収など

堆肥を無料で差し
上げます！
生ごみなどを原料とするリ
サイクル堆肥です。
農業・家庭菜園にご使用
ください。

☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2
ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内

一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第972号
産業廃棄物収集運搬業第04300073046号

一般廃棄物処分業山鹿市指令第1871号
産業廃棄物処分業第04320073046号

◦�

日
時
　
10
月
３
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
半

◦�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容
　
①
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

　「
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
」

　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
認
定

　
看
護
師
　
村
上
美み

か香

　
②
交
流
会

◦�

参
加
費
　
無
料

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
（
村
上
、福
島
）

☎
44
‐
２
１
８
５

第
18
回
が
ん
サ
ロ
ン

催 し

　
市
民
相
互
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
全
市
民
を
対
象
に
人
権
の

ま
ち
づ
く
り
地
域
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
９
月
25
日
㈮
　
午
後
７
時

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

演
題
　「
ネ
ッ
ト
社
会
と
子
ど
も
の
人
権
～

山
鹿
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
講
演
会

催 し

　
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�
日
時
　
９
月
４
日
㈮
　
午
後
２
時

◦�
場
所
　
山
鹿
市
消
防
本
部

◦�
内
容
　
①
講
演
会

　
演
題
　「
認
知
症
高
齢
者
と
救
急
対
応
」

　�

講
師
　
山
鹿
回
生
病
院
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー 
セ
ン
タ
ー
長
　
森
山
茂し

げ
る

先
生

　
②
Ａ
Ｅ
Ｄ
実
技
講
習
会

問�

鹿
本
医
師
会
　
　
　
　
☎
44
‐
２
０
８
６

救
急
の
日
講
演
会
・
実
技
講
習

催 し

　
心
身
障
が
い
者
（
児
）
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
応
援

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時
　
10
月
３
日
㈯
　
午
前
９
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
総
合
体
育
館

問�

福
祉
課
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
０
０
５
２

山
鹿
市
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク

第
11
回
大
会

催 し

　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

平
成
28
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦�

科
名
　
情
報
電
子
科
、デ
ザ
イ
ン
製
版
科
、

建
築
設
計
科
、
義
肢
福
祉
用
具
科
な
ど

◦�

応
募
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人（
持
っ
て
い
な
い
人
は
要
相
談
）

◦�

受
付
期
間
　
新
卒
　
９
月
11
日
㈮
ま
で
、

　一
般
・
新
卒
　
10
月
５
日
㈪
〜
11
月
13
日
㈮

◦�

入
学
金
・
授
業
料
　
無
料

※�ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
た
人
は
、

雇
用
保
険
の
延
長
や
職
業
訓
練
受
講
給
付

金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問�

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
９
６
‐
44
‐
２
２
０
６

障
が
い
者
の
職
業
訓
練
生
募
集

募 集
　
こ
れ
か
ら
家
族
の
成
年
後
見
人
に
な
ろ
う

成
年
後
見
人
養
成
講
座

募 集
　
農
業
経
営
を
縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地

を
借
り
受
け
、
担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

　「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た

い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」
と

い
う
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

熊
本
県
農
業
公
社

☎
０
９
６
‐
２
１
３
‐
１
２
３
４

農
地
を
「
貸
し
た
い
人
」「
借
り

た
い
人
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

募 集

と
考
え
て
い
る
人
や
成
年
後
見
制
度
に
関
心

の
あ
る
人
、
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
　
10
月
10
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所
　
桜
の
馬
場
城
彩
苑
多
目
的
交
流
室

◦�

内
容
　
①
成
年
後
見
制
度
っ
て
ど
ん
な
と

き
に
利
用
す
る
の
②
成
年
後
見
制
度
の
概

要
と
業
務
に
つ
い
て
講
義
③
事
例
の
検
討

◦�

参
加
費
　
無
料

※�

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
熊
本
支
部

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
８
８
９

親
と
し
て 

大
人
と
し
て 

で
き
る
こ
と
～
」

◦�

講
師
　
熊
本
市
立
江
南
中
学
校
長

　
　
　
　
篤
永
高た

か

し志
さ
ん

問�

山
鹿
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
人
権
政
策
課
）　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
９
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㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

９月

開催日 行　事　名 時間 料金

６日㈰ ライブハウスかみひこうき
第 12回八千代座ライブ 日中 有料

９日㈬ 休館日

19日㈯ 第３回親守詩熊本県大会 日中 無料

21日㈷
～

23 日㈷
八千代座物語（灯籠踊り公演） 午後 有料

26日㈯ 八千代座物語（灯籠踊り公演） 午後 有料

29日㈫ 市川海老蔵公演
「JAPAN THEATER」夕の部 日中 有料

30日㈬ 市川海老蔵公演
「JAPAN THEATER」昼 / 夕 日中 有料

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、八千
　代座までどうぞ　問☎ 44‐ 4004

◦�

日
時
　
９
月
12
日
㈯
　

　
受
け
付
け
　
午
前
９
時
50
分
〜

　
開
会
　
午
前
10
時
45
分
〜

◦�

場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦�

表
彰
対
象
者
　
88
歳
到
達
者
、
金
婚
夫
婦

※�

出
席
者
は
、
事
前
に
送
付
し
た
案
内
通
知

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問�

長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
８
０

敬
老
表
彰
式
典
を
開
催
し
ま
す

催 し

　
肥
後
古
代
の
森
地
区
の
博
物
館
や
イ
ベ
ン

ト
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
豪
華
賞
品
を
当
て

古
代
へ
の
旅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

２
０
１
５

催 し
◦�

日
時
　
10
月
３
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
半

◦�

参
加
費
　
５
５
０
円
（
弁
当
、
保
険
代
）

◦�

定
員
　
先
着
60
人

◦�

受
け
付
け
開
始
日
　
９
月
１
日
㈫

　
・
問�

県
立
装
飾
古
墳
館
☎
36
‐
２
１
５
１

赤
米
体
験
教
室

収
穫
を
祝
お
う
！

催 し
申

　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
一
人
一
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
行
わ
れ
ま
す
。
県
内
の
児
童
生
徒
が
参
加

し
、
子
ど
も
実
行
委
員
の
運
営
で
体
験
・
活

動
報
告
や
全
体
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

◦�

日
時
　
10
月
10
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

◦�

場
所
　
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

問�

熊
本
県
人
権
同
和
教
育
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
０
２

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会

催 し

よ
う
！

◦�

期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
11
月
29
日
㈰

◦�

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

　【
常
設
場
所
】（
休
館
日
を
除
く
）

　�

山
鹿
市
立
博
物
館
、
温
故
創
生
館
、
装
飾

古
墳
館
、
わ
い
ふ
一
番
館
（
菊
池
市
）、

和
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
和
水
町
）

　【
イ
ベ
ン
ト
時
設
置
場
所
】

　�

10
月
17
日
㈯
し
い
の
み
コ
ン
サ
ー
ト
、
11

月
23
日
㈷
鞠
智
城
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

な
ど

　
応
募
方
法
な
ど
は
各
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

に
あ
る
応
募
用
紙
を
確
認
く
だ
さ
い
。

問�
肥
後
古
代
の
森
協
議
会
事
務
局
（
県
立
装

飾
古
墳
館
内
）　
　
　
☎
36
‐
２
１
５
１

９月のさくら湯休館日

９月 16 日 ㈬ （第３水曜日）
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〈 

有
料
広
告 

〉
☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎修理随時受付中　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①正看護師　20万円〜
②介護福祉士　16 万４千円〜
③歯科衛生士　18 万５千円〜
④事務　14 万５千円〜
⑤営業職　18 万５千円〜
⑥調理スタッフ　12 万円〜
⑦理容師・美容師　18 万６千円〜
⑧キャディ　14 万円
⑨ルート配送・内勤　18 万２千円〜
⑩トラック運転手　22 万円〜
⑪貸切運転手　18 万円〜
⑫管工事作業員　15 万１千円〜
⑬土木作業員　17 万２千円〜
Yパート
①正・准看護師　時給 900 円〜
②保育士　時給 850 円〜
③保育補助　時給 800 円
④販売員補助　時給 700 円〜
⑤保険営業　時給千円〜
⑥クリーニング店業務　時給 700 円
⑦冷凍食品製造工　時給 700 円
⑧�浴場清掃および案内
　時給 750 円〜
※�詳細は、ご来室・ご相談ください。
なお、すでに採用済みの場合もあ
ります。

問�山鹿市地域職業相談室
　☎43‐1724

税務相談
◦日時　９月 10日㈭
　　　　午後 1時半〜 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ 32‐3111

年金出張相談
◦�日時　９月２日㈬・９日㈬
　　　　18日㈮・30日㈬
　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持ってくるもの　本人確認のため
身分証明書、代理の場合は委任状

　※要予約
問国保年金課　☎ 43‐ 1576

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　９月 10日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　９月２日㈬・９日㈬
　　　　16日㈬・30日㈬
　　　　午前９時〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ 43‐0052

認知症に関する相談
◦日時　９月９日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ 43‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43‐1579

社会保険労務士労働相談
◦日時　９月８日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ 43‐ 1579

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談すること
ができます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午

【山鹿】
　①一般相談　９月 11日㈮
　②�司法書士相談（登記関係）
　　９月 18日㈮※要予約
�　③法律相談　９月25日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43‐ 1134

【鹿北】
　①一般相談　９月 10日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32‐ 2696

【菊鹿】
　①一般相談　９月９日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ 48‐5060

【鹿本】
　①一般相談　９月８日㈫
　②法律相談　９月29日㈫※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46‐ 2206

【鹿央】
　①一般相談　９月７日㈪
　②�司法書士相談（成年後見・多重

債務・登記関係）　９月14日㈪
※要予約

◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36‐ 3811
問社会福祉協議会本所  ☎ 43‐ 1134

アルコール依存症相談
◦日時　９月 26日㈯
　　　　午後１時〜３時
　　　　（毎月第４土曜日）
◦場所　鹿本市民センター（ひだまり）
◦主催　断酒友の会
問福祉課障がい福祉係☎ 43‐0052

定例相談
相談は無料で、秘密は固く守ります。



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

９
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

６日㈰ 幸村医院 / 保利病院 岩下薬局 / エース薬局 / かおうまち薬局

13 日㈰ 東内科小児科医院 / 上塚外科胃腸科医院 岩下薬局 / きりん薬局

20 日㈰ さがわ医院 / たなか眼科医院 岩下薬局

21 日㈷ 山鹿中央病院 / 後藤整形外科医院 岩下薬局 / まつ薬局

22 日㉁ 大坪内科呼吸器科医院 / まえはら泌尿器科クリニック きらきら薬局 / まつ薬局

23 日㈷ 坂本医院 / 大坂整形外科医院 岩下薬局 / ハニー薬局 / まつ薬局

27 日㈰ 三森循環器科呼吸器科病院 岩下薬局 / 山鹿いちご薬局

　７月５日に山鹿市総合体育館でやまが総合ス
ポーツクラブハンドボール大会が開催されまし
た。オムロンハンドボール部の選手は、大会スタッ
フや審判として参加しました。
　試合はチャンピオンシップの部とフレンドリー
シップの２部門で開催。合わせて 13 チームの参
加があり、どのチームも白熱した試合を繰り広げ、
会場は熱気に包まれました。

やまが総合スポーツクラブハンドボール大会

⃞⃞▶リオデジャネイロオリンピック女子アジア予選（ナショナルチーム）
期日：10 月 20 日㈫〜 25 日㈰　場所：愛知県名古屋市

⃞⃞▶第 67 回日本選手権
期日：12 月 22 日㈫〜 27 日㈰　場所：愛知県名古屋市

⃞⃞▶第 40 回日本ハンドボールリーグ
期日：１月９日㈯〜３月 13 日㈰　場所：全国各地
１月 30 日㈯、２月２日㈫、２月 14 日㈰は山鹿市総合体育館で開催されます。

今後の試合予定 ※日程などは変更になる場合があります。
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山鹿市教育委員会広報

第30号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎４３−１６３８
E-mail:
ksoh@city.yamaga.lg.jp

　
鹿
北
中
学
校
で
は
、
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
と
し
た
防
災
教
育
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、

地
域
で
想
定
さ
れ
る
災
害
発
生
時
に
適

切
に
行
動
で
き
る
知
識
と
能
力
を
身
に

つ
け
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
相
互
の

絆
（
共
助
）
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　
初
日
の
午
後
５
時
に
災
害
が
発
生

し
、
２
日
目
の
夜
ま
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
と
想
定
し
て
、
4
日

間
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
や
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は
、
区
長
さ
ん
や
地
域
の

皆
さ
ん
、
保
護
者
の
協
力
の
も
と
、
避

難
所
ま
で
の
避
難
訓
練
や
、
消
防
署
員

の
指
導
に
よ
る
着
衣
泳
法
を
体
験
し
ま

し
た
。
３
日
目
は
、
防
災
マ
ッ
プ
づ
く

り
や
、
自
衛
隊
の
協
力
を
得
て
仮
設
風

呂
の
入
浴
も
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
市
水
道
局
給
水
車
に
よ
る
給

水
や
、
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
炊

き
出
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
が
終
わ
っ
て
生
徒
た
ち
は

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
た
」「
災
害
は
怖
い

け
ど
、
地
域
の
人
や
友
だ
ち
と
協
力
す

る
こ
と
で
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。４
日
間
と
も
猛
暑
の
中
で
し
た
が
、

生
徒
の
頑
張
り
と
、
た
く
さ
ん
の
人
の

協
力
の
お
か
げ
で
、
非
常
に
有
意
義
な

キ
ャ
ン
プ
と
な
り
ま
し
た
。

〜
広
げ
よ
う
ラ
ジ
オ
体
操
の
輪
～

山
鹿
市
民
一
斉
ラ
ジ
オ
体
操
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
19
日

　
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
各
地
区
毎
の
４
会
場

で
、
市
民
一
斉
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
早
朝
６
時
半
の
集
合
に
も
関
わ
ら

ず
、た
く
さ
ん
の
市
民
の
参
加
が
あ
り
、

各
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
指
導

の
も
と
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
合
わ
せ
て
皆

で
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　
わ
ず
か
な
時
間
に
ど
こ
で
も
で
き
る

ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。
健
康
づ
く
り
の
第

一
歩
と
し
て
、
家
庭
や
職
場
で
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

鹿
北
中
学
校
で
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

けが人の救助訓練

鹿央会場でのラジオ体操の様子

起震車で地震の揺れを体験

８
月
２
〜
５
日
の
４
日
間

地
域
の
皆
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

山
鹿
中
学
校
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市
内
の
６
つ
の
小
学
校
か
ら
６
年
生

72
人
が
集
ま
り
、
山
鹿
市
出
身
で
県
内

初
の
内
閣
総
理
大
臣
「
清き

よ
う
ら浦

奎け
い
ご吾

」
伯

が
、
勉
学
の
た
め
に
入
門
し
た
大
分
県

日
田
市
の
私
塾
「
咸か

ん
ぎ
え
ん

宜
園
」
に
向
か
い

ま
し
た
。

　
初
日
は
前
日
か
ら
の
雨
が
降
り
続

き
、
バ
ス
で
宿
泊
地
に
到
着
。
そ
こ
で

清
浦
伯
の
曾
孫
に
あ
た
る
清
浦
奎け

い
め
い明

さ

ん
か
ら
、
清
浦
伯
の
生
涯
に
つ
い
て
の

講
話
を
聞
き
、
夜
の
学
習
会
で
は
「
自

分
の
将
来
の
夢
を
考
え
よ
う
」
と
題
し

た
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
翌
日
の
朝
も
雨
は
降
り
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
日
田
市
を
前
に
し
て
天
気
が

回
復
。
三
隈
川
河
川
沿
い
を
歩
き
、
無

事
、
咸
宜
園
に
到
着
し
ま
し
た
。
近
く

の
咸
宜
小
学
校
体
育
館
で
、
地
元
の
咸

宜
小
と
桂け

い
り
ん林

小
の
６
年
生
と
交
流
を
深

め
た
あ
と
、
咸
宜
園
に
戻
り
清
浦
伯
が

実
際
に
学
ば
れ
た
「
秋し

ゅ
う
ふ
う
あ
ん

風
庵
」
で
当
時

の
学
問
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
当
時
の
清
浦
伯
の
思
い
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
台
湾
の
台
中
市
に
あ
る
大
道
中
学
校

か
ら
約
60
人
の
生
徒
が
山
鹿
中
学
校
を

訪
れ
、
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
大
道

中
学
校
吹
奏
楽
部
で
は
、
毎
年
学
校
同

士
の
音
楽
交
流
を
行
っ
て
い
て
、
今
年

は
山
鹿
中
学
校
へ
の
訪
問
が
決
ま
っ
た

も
の
で
す
。

　
交
流
会
で
は
、
山
鹿
中
学
校
太
鼓
部

に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
と
、
ふ
る
さ
と
伝

承
部
に
よ
る
山
鹿
灯
籠
踊
り
、
合
唱
部

に
よ
る
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
後

両
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
披
露
し
、

「
翼
を
く
だ
さ
い
」
の
全
員
合
唱
を
行

い
ま
し
た
。
音
楽
を
通
し
て
、
両
校
の

生
徒
の
心
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
給
食
交
流
や

授
業
参
観
を
行
い
、
別
れ

際
に
は
、
両
校
の
生
徒
が

打
ち
解
け
て
お
互
い
に
身

振
り
手
振
り
を
し
な
が
ら

会
話
を
し
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。生
徒
に
と
っ

て
心
温
ま
る
素
晴
ら
し
い

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

三隅川河川沿いを歩く様子

真剣に清浦奎明さんの講話を聞く児童

【
第
15
回
立
志
の
道
を
歩
こ
う
】

７
月
22
日
・
23
日

７
月
13
日

偉
人
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
学
ぶ

台湾大道中演奏に合わせて全員合唱

山鹿中学校吹奏楽部演奏 全員で記念撮影

台
湾
大
道
中
学
校
と
の
音
楽
交
流
会

山
鹿
中
学
校
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エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生

紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QRコード
＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（秘書企画課）

応募時に３歳以下のお子さんを
紹介するコーナーです

すくすく倶楽部へ掲載を希望する人は、写真（データ
も可）とメッセージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山
鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。

倶楽部
すくす

く

あ
と
が
き

♠
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。
先
日
、

小
学
校
の
プ
ー
ル
監
視
に
行
き
ま
し

た
。
今
ま
で
は
嫁
さ
ん
に
任
せ
て
い

た
の
で
、
今
回
が
初
体
験
で
し
た
。

楽
し
そ
う
に
泳
ぐ
子
ど
も
た
ち
、
照

り
つ
け
る
太
陽
、
目
ま
い
が
す
る

四
十
路
の
私
、
あ
れ
？
昼
間
な
の
に

目
の
前
が
暗
く
…
。
危
な
か
っ
た
で

す
。テ
ン
ト
の
下
で
も
猛
烈
な
暑
さ
。

油
断
は
禁
物
で
す
。
♠
最
近
な
か
な

か
釣
り
に
行
け
ま
せ
ん
。
私
が
年
中

狙
っ
て
い
る
チ
ヌ
は
真
夏
で
も
釣
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
釣
り
は
夏
以

外
の
季
節
が
快
適
で
す
。
今
年
も
残

す
と
こ
ろ
4
カ
月
。
大
好
き
な
冬
は

ま
だ
足
音
も
聞
こ
え
ま
せ
ん
が
、
来

た
る
べ
き
寒
チ
ヌ
の
時
期
に
向
け

て
、今
か
ら
準
備
を
始
め
ま
す
。（
番
）

■人の動き
人口 68 人減りました 54,249 人
男性 30 人減りました 25,547 人
女性 38 人減りました 28,702 人
世帯数 2 世帯増えました 21,489 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,454 人
15歳〜64歳 54.4 ％ 29,519 人
65歳〜 33.7 ％ 18,276 人

７月末現在 ( 増減は前月末比 )

♡メッセージ
仲良しきょうだい♡これからも元気に育ってね♪

♡メッセージ
いつも笑顔をありがとう！これからも
すくすく元気に大きくなあれ！

（H24. ８.22 生まれ）
城（山鹿）

   すぎもと　　たいよう

杉本　大洋ちゃん
（H26.10. ２生まれ）

城（山鹿）

    すぎもと　　　みずき

杉本　瑞桔ちゃん
（H26. ８. ２生まれ）
鹿校通（山鹿）

　 ごとう　　　こうた

後藤　孝太ちゃん

　９月 23 日に、さくら湯は平成 24 年 11 月
の開湯から千日目の営業日を迎えます。これ
までご入浴いただいた多くの皆さんに感謝
し、「開湯千日祭」を開催します。

※入浴者スピードくじ商品提供スポンサー（敬称略）
　山鹿ふるさと振興会、鹿本酪農農業協同組合、
　㈱地の塩社、木屋本店、㈱パストラル

９月21日㈪　敬老の日

山鹿温泉さくら湯

開湯千日祭

９月22日㈫　国民の休日

９月23日㈬　秋分の日

敬老湯「おじいちゃんとおばあちゃん
と一緒にさくら湯に入ろう !」
孫同伴の祖父母は入浴が無料
【時間】６:00 〜 24:00
山鹿灯籠踊り
【時間】15:00 ～ 15:15（池の間）

「九百九十九日祭」
入浴先着 200 人スピードくじ
【時間】６:00 〜 24:00
山鹿灯籠踊り
【時間】15:00 ～ 15:15（池の間）

「開湯千日祭」
入浴先着 300 人スピードくじ、鹿本商
工かざぐるま「千日記念バッヂ」のプ
レゼント（数量限定）
【時間】6:00 ～ 24:00
山鹿の物産市（鹿央物産館・ふるさと市場）
【時間】10:00 ～ 16:00
山鹿灯籠踊り
【時間】15:00 ～ 15:15（池の間）
アコースティックライブ（マツムラレコード）
地元で活動中のミュージシャンライブ
【時間】17:00 ～ 19:00（池の間）

問さくら湯　☎ 43‐ 3326
主催：（一財）山鹿市地域振興公社　共催：山鹿市


